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は
じ
め
に

　

政
治
・
社
会
史
、
建
築
・
庭
園
史
、
民
俗
・
芸
能
史
な
ど
、
美
術
史
を
超
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
洛
中
洛
外
図
に
関
わ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
近
年
は
と
く
に
、
黒
田
日
出
男
氏
を
代
表
者
と
す
る
両
度
の
科
研
（
平
成

十
四
〜
二
十
一
年
度
）
が
牽
引
役
と
な
り
、
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
研

究
に
大
き
な
進
展
が
見
受
け
ら
れ
る（

１
）。

　

こ
の
科
研
は
、
洛
中
洛
外
図
を
中
心
と
し
た
中
・
近
世
風
俗
画
の
絵
画
史
料

学
的
研
究
の
確
立
と
、
そ
の
基
盤
整
備
に
向
け
た
作
品
・
史
料
の
高
精
細
デ
ジ

タ
ル
画
像
化
の
推
進
を
主
要
目
的
に
掲
げ
た
。
と
く
に
林
原
本
を
め
ぐ
っ
て
顕

著
な
研
究
成
果
を
生
み
、
一
連
の
作
品
群
、
お
よ
び
そ
の
制
作
工
房
を
第
二
定

型
洛
中
洛
外
図
に
お
け
る
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
存
在
へ
押
し
上
げ
た
。ま
た
、

研
究
対
象
作
品
の
所
蔵
館
と
の
共
同
研
究
を
生
か
し
た
巡
回
展
を
企
画
し
、
研

究
成
果
の
一
般
へ
の
公
開
、
洛
中
洛
外
図
の
魅
力
発
信
に
も
意
欲
的
に
取
り
組

ん
だ（

２
）。

　

大
阪
市
立
美
術
館
で
は
、
平
成
二
十
年
度
末
に
上
記
科
研
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
、
旧
蔵
者
に
ち
な
ん
で
田
万
家
旧
蔵
本
と
通
称
さ
れ
て
き
た
洛
中
洛
外
図
屏

風
【
図
１
】（
以
下
、
大
阪
市
美
本
と
い
う
）
に
か
か
る
八
×
一
〇
ポ
ジ
の
新

規
撮
影
、
並
び
に
高
精
細
画
像
デ
ー
タ
（
二
〇
〇
〇dpi

）
の
コ
ン
テ
ン
ツ
蓄

積
に
協
力
し
た
。
当
時
の
窓
口
は
石
川
知
彦
氏
（
現
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
副
館

長
）
で
あ
っ
た
。
作
業
の
成
果
物
と
し
て
、
翌
年
に
は
、
大
阪
市
美
本
一
双
画

面
の
高
精
細
画
像
閲
覧
専
用Pictionary

（ver.1.0

）
イ
ン
ス
ト
ー
ル
デ
ィ
ス

ク
が
作
製
さ
れ
、
本
科
研
を
構
成
す
る
研
究
者
、
関
係
研
究
機
関
へ
の
配
布
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
出
た
研
究
成
果
報
告
書
に
は
、
大
阪
市
美
本
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
比
定
が
図
版
掲
載
さ
れ
、
第
二
定
型
作
例
の
系
統
分
類
と
大
阪
市
美

本
を
含
む
作
品
群
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
考
察
が
載
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
大
阪
市
美
本
、
あ
る
い
は
大
阪
市
美
本
に
関
係
す
る
作
品
群

に
つ
い
て
論
じ
た
個
別
研
究
に
は
接
し
て
い
な
い
。
第
二
定
型
の
中
で
は
比
較

的
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
大
阪
市
美
本
で
は
あ
る
が
、
黒
田
氏
が
「
江
戸
時

代
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
主
要
作
品
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
の
蓄
積
」、「
個
別

の
綿
密
な
分
析
、
読
解
作
業
…
…
個
々
の
作
品
の
美
術
史
的
か
つ
絵
画
史
料
論

的
な
把
握（

３
）」
を
訴
え
る
よ
う
に
、
描
か
れ
た
事
象
の
分
析
・
読
解
の
絶
対
量
が

不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
林
原
本
系
以
外
の
第
二
定
型
作
例
は
総
じ

大
阪
市
立
美
術
館
蔵
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」（
田
万
家
旧
蔵
本
）
の
研
究

知
　
　
念
　
　
　
　
　
理
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て
同
様
な
状
況
に
あ
り
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
研
究
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
専
門
領
域
各
方
面
か
ら
の
研
究
蓄
積
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
阪
市
美
本
左
隻
・
六
扇
目
の
下
方
に
は
西
本
願
寺
が
み
え
る
。
盂
蘭
盆
の

燈
籠
会
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
境
内
の
左
手
（
東
南
）
に
は
、
滴
翠
園
と
飛

雲
閣
が
描
か
れ
て
い
る
。
林
家
本
な
ど
数
作
例
に
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
ご

く
簡
略
化
さ
れ
た
図
様
で
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
確
実
な
史
料
を
欠
く
滴
翠

園
、
飛
雲
閣
の
築
造
時
期
を
推
し
測
る
貴
重
な
絵
画
史
料
と
し
て
諸
分
野
か
ら

言
及
が
な
さ
れ
て
き
た（

４
）。
大
阪
市
美
本
で
は
境
内
の
燈
籠
会
と
と
も
に
際
立
っ

て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屏
風
の
発
注
者
、
制
作
事
情
に
も
関
わ

る
内
容
で
は
な
い
か
と
も
考
え
な
が
ら
筆
者
も
注
目
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
時
、
飛
雲
閣
の
創
建
に
関
す
る
新
説
が
加
藤
繁
生
氏
に
よ
り
発

表
さ
れ
、
そ
の
際
、
大
阪
市
美
本
に
お
け
る
西
本
願
寺
、
お
よ
び
飛
雲
閣
の
描

写
、
ま
た
そ
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
り
、
作
品
画
面
の
基
本
的
な

解
釈
に
関
わ
っ
て
見
過
ご
せ
な
い
異
見
が
多
々
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た（

５
）。

　

新
た
な
史
料
解
釈
か
ら
導
か
れ
た
加
藤
氏
の
新
説
は
そ
れ
自
体
非
常
に
興
味

深
く
、
本
筋
で
あ
る
近
世
史
、
建
築
史
の
方
面
か
ら
の
検
証
を
ま
ち
た
い
が
、

大
阪
市
美
本
を
含
め
た
数
点
の
洛
中
洛
外
図
の
描
写
、
表
現
に
対
す
る
見
解
に

限
っ
て
は
疑
義
が
募
る
の
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
い
く
つ

も
の
「
事
実
」
と
、
洛
中
洛
外
図
と
い
う
絵
画
表
現
に
置
き
換
わ
る
際
に
選
択

さ
れ
る
、
あ
る
「
そ
れ
ら
し
さ
」
と
の
間
に
あ
る
隔
た
り
を
ど
う
読
む
か
。
ま

た
景
観
年
代
と
制
作
年
代
と
の
関
係
認
識
な
ど
に
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
る
と
感

じ
た
。
西
本
願
寺
の
描
写
は
第
二
定
型
作
例
の
景
観
年
代
を
計
る
際
の
重
要
な

指
標
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
て
い
る
だ
け
に
よ
り
慎
重
な
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
最
近
の
科
研
と
の
接
点
、
飛
雲
閣
創
建
を
め
ぐ
る
新
説
提
起
を
主

た
る
機
縁
と
し
て
、
大
阪
市
美
本
の
再
考
を
期
し
た
い
と
考
え
る
に
い
た
っ
た

が
、
右
記
西
本
願
寺
、
及
び
飛
雲
閣
の
描
写
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
に
つ
い
て

は
、
紙
数
の
関
係
か
ら
稿
を
改
め
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
近
世
の
洛
中
洛
外
図

研
究
を
担
っ
て
き
た
美
術
史
を
は
じ
め
、
近
世
史
、
建
築
史
、
芸
能
史
な
ど
の

諸
分
野
か
ら
、
大
阪
市
美
本
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
察
、
言
説
が
及
ぼ
さ
れ

て
き
た
か
を
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
紹
介
、
検
証
し
、
そ
の
基
本
的
な
位
置
づ

け
を
再
確
認
す
る
。
ま
た
、
重
要
な
問
題
点
を
含
む
事
象
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
の
読
解
に
よ
る
私
見
の
提
示
を
試
み
、
大
阪
市
美
本
の

新
た
な
位
置
づ
け
を
求
め
て
ゆ
き
た
い
。
も
っ
て
、
江
戸
時
代
洛
中
洛
外
図
屏

風
研
究
に
若
干
な
り
と
も
資
す
れ
ば
幸
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ⅰ　

大
阪
市
美
本
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
か

一　

近
世
風
俗
図
屏
風
と
し
て
の
大
阪
市
美
本

　

大
阪
市
美
本
の
旧
蔵
者
は
政
治
家
、
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
た
田
万
清
臣
氏

（
一
八
九
二
〜
一
九
七
九
）で
あ
る
。明
子
夫
人
と
と
も
に
収
集
し
た
仏
教
美
術
、

近
世
絵
画
な
ど
六
六
三
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
昭
和
五
十
五
〜
六
十
二
年
に

か
け
て
（
大
阪
市
美
本
は
昭
和
五
十
五
年
）
大
阪
市
立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

田
万
氏
が
大
阪
市
美
本
を
入
手
し
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
初
公
開

は
昭
和
四
十
四
年
開
催
の
「
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
東
洋
美
術
展
」（
大
阪
市
立

美
術
館
、
十
月
二
十
五
日
〜
十
一
月
十
六
日
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る（

６
）。

　

そ
し
て
翌
年
に
は
「
京
の
美
術 

京
名
所
風
俗
図
」
展
（
京
都
国
立
博
物
館
、

七
月
十
一
日
〜
八
月
十
六
日
）
に
も
出
陳
さ
れ
、
広
く
存
在
を
知
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
同
展
の
企
画
担
当
者
で
あ
る
武
田
恒
夫
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
作

品
解
説
が
大
阪
市
美
本
へ
の
具
体
的
な
言
及
と
し
て
は
も
っ
と
も
早
い
も
の
で

あ
ろ
う
。
西
本
願
寺
・
飛
雲
閣
の
描
写
も
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い
る
。
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「
右
隻
は
鴨
川
を
対
角
線
的
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
的
な
構
図
が

は
か
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
系
列
も
他
に
二
、
三
み
い
だ
さ
れ
、
漢
画
系
統

の
作
例
で
あ
る
…
…
二
条
城
で
は
、
天
守
閣
の
位
置
が
寛
永
期
以
前
の
姿

…
…
城
前
は
行
幸
で
は
な
く
、
参
内
の
行
列
…
…
左
端
の
淀
付
近
に
も
、
な

お
城
は
描
か
れ
ず
、
水
車
だ
け
の
景
趣
…
…
三
門
や
経
蔵
が
現
わ
れ
な
い
知

恩
院
の
寺
観
…
…
景
観
年
代
は
元
和
期
と
推
定
…
…
西
本
願
寺
境
内
に
飛
雲

閣
が
認
め
ら
れ
る
の
は
珍
し
い
…
…
筆
致
に
も
な
お
崩
れ
が
な
く
、
こ
の
時

期
の
優
品
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う（

７
）」

　

武
田
氏
が
「
こ
の
種
の
系
列
も
他
に
二
、
三
み
い
だ
さ
れ
」
と
い
う
の
は
、

こ
れ
以
前
に
同
氏
が
企
画
担
当
し
た「
洛
中
洛
外
図
」展（
京
都
国
立
博
物
館
、

昭
和
四
十
年
）
に
出
品
の
林
家
本
な
ど
を
指
す
と
推
測
で
き
る
が（

８
）、

林
家
本
と

大
阪
市
美
本
と
の
類
縁
関
係
を
初
め
て
明
確
に
指
摘
し
た
の
は
辻
惟
雄
氏
で
あ

っ
た
。

　

 　
「（
林
家
本
は
）
勝
興
寺
本
に
見
ら
れ
る
第
二
の
定
型
が
、
池
田
本
（
林
原

本
＝
筆
者
注
、
以
下
省
略
）
よ
り
は
い
く
ぶ
ん
保
守
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も

っ
て
、
継
承
発
展
さ
れ
た
も
の
…
…
勝
興
寺
本
と
異
な
る
点
は
、
東
西
の
筋

の
勝
手
が
逆
に
な
っ
て
い
る
…
…
方
広
寺
大
仏
殿
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
描

か
れ
る
…
…
高
瀬
川
が
三
条
橋
か
ら
五
条
橋
の
手
前
ま
で
描
か
れ
て
い
る

…
…
五
条
橋
の
河
原
と
四
条
河
原
に
、
高
津
本
（
現
九
州
国
立
博
物
館
蔵
＝

筆
者
注
）
の
そ
れ
と
似
た
粗
末
な
小
屋
掛
け
が
見
え
る
…
…
伏
見
城
が
除
か

れ
て
い
る
…
…
桂
川
が
南
に
下
っ
て
淀
川
と
な
り
大
山
崎
あ
た
り
に
至
る
ま

で
が
描
か
れ
…
…
二
条
城
と
そ
の
門
前
の
光
景
（
参
内
）
は
、
勝
興
寺
本
ほ

ど
に
は
大
き
く
扱
わ
れ
ず
…
…
勝
興
寺
本
に
直
結
す
る
よ
う
な
品
の
よ
い
静

謐
な
画
調
が
林
本
の
特
色
で
あ
る（

９
）」

　

 　
「
土
佐
派
的
要
素
と
狩
野
派
的
要
素
の
折
衷
と
も
い
う
べ
き
人
物
や
岩
な

ど
の
描
写
の
特
徴
か
ら
見
て
、
こ
れ
も
民
間
工
房
＝
絵
屋
の
一
派
の
筆
を
想

定
…
…
景
観
年
代
は
、
元
和
五
年
の
知
恩
院
三
門
建
立
以
前
…
…
制
作
年
代

は
…
…
元
和
年
間
を
想
定
…
…
い
わ
ゆ
る
仕
込
絵
と
し
て
…
…
ほ
と
ん
ど
同

一
図
柄
の
…
…
色
調
・
人
物
描
写
の
特
徴
な
ど
瓜
二
つ
と
い
え
る
ほ
ど
林
本

に
似
通
っ
た
田
万
本
（
大
阪
市
美
本
＝
筆
者
注
、
以
下
省
略
）
は
、
明
ら
か

に
同
じ
時
期
の
同
一
工
房
に
よ
る
制
作
を
意
味
し
よ
う）

10
（

」

　

辻
氏
に
よ
る
右
の
指
摘
の
後
、
大
阪
市
美
本
と
林
家
本
の
関
係
に
つ
い
て
は

狩
野
博
幸
氏
も
同
様
の
見
解
を
示
し
、
両
本
細
部
の
相
違
点
、
制
作
年
代
の
前

後
、
ま
た
景
観
年
代
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　
「
右
隻
に
祇
園
会
、
左
隻
に
二
条
城
よ
り
内
裏
に
向
か
う
参
内
光
景
を
配

す
る
…
…
こ
の
屏
風
構
成
は
山
岡
家
Ａ
本
（
京
博
Ａ
本
＝
筆
者
注
、
以
下
省

略
）
…
…
林
家
本
…
…
河
合
家
本
…
…
バ
ー
ク
氏
Ｂ
本
な
ど
の
系
列
に
属
す

る
。
こ
と
に
林
家
本
と
は
景
観
構
成
や
筆
致
が
酷
似
し
、
同
一
工
房
の
手
に

な
る
作
品
と
判
ぜ
ら
れ
る）

11
（

」

　

 　
「
田
万
家
本
で
は
二
条
城
の
南
蛮
人
が
武
士
に
変
え
ら
れ
、
五
条
橋
川
下

の
か
ぶ
き
小
屋
が
省
か
れ
、
方
広
寺
鐘
楼
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

本
図
（
林
家
本
＝
筆
者
注
）
の
方
が
田
万
家
本
に
先
行
し
て
制
作
さ
れ
た
と

判
ぜ
ら
れ
る）

12
（

」

　

 　
「
四
条
河
原
の
小
屋
で
は
能
や
軽
業
…
…
五
条
橋
詰
に
も
三
味
線
を
弾
く

女
の
一
座
…
…
い
ず
れ
も
寛
永
期
の
小
屋
に
比
べ
る
と
貧
相
な
造
り
で
…
…

左
隻
左
上
辺
に
は
淀
が
視
界
に
入
っ
て
い
る
…
…
水
車
も
み
え
る
が
、
寛
永

二
年
（
一
六
二
五
）
竣
工
の
淀
城
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
…
…
町
屋
の
形

態
は
二
階
造
り
が
一
般
的
…
…
瓦
葺
の
屋
根
や
白
亜
の
土
蔵
も
目
に
つ
く

…
…
喧
嘩
な
ど
の
殺
伐
な
光
景
が
皆
無
…
…
豊
臣
方
と
の
決
着
の
つ
い
た
安

定
し
た
京
都
の
世
相
を
忠
実
に
反
映
…
…
東
山
の
桜
、
嵐
山
の
紅
葉
が
一
応
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描
か
れ
て
い
る
が
季
節
感
は
希
薄
…
…
京
の
数
多
い
名
所
を
で
き
る
だ
け
整

理
し
た
形
で
描
き
あ
げ
る）

13
（

」

　

 　
「
高
瀬
川
の
存
在
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
造
営
以
後
の
形
を
示
す

内
裏
、
元
和
三
年（
一
六
一
七
）焼
失
以
前
の
結
構
の
西
本
願
寺
な
ど
か
ら
、

本
図
の
景
観
年
代
は
元
和
初
期
と
推
定
さ
れ
る
…
…
制
作
年
代
は
…
…
や
や

下
る
で
あ
ろ
う
。
町
絵
師
の
筆
と
し
て
は
雑
然
と
し
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
静

謐
な
趣
き
が
あ
る）

14
（

」

　

以
上
、
武
田
、
辻
、
狩
野
の
三
氏
に
よ
る
大
阪
市
美
本
へ
の
従
来
の
指
摘
を

抜
粋
引
用
し
た
。
淀
、
大
山
崎
に
至
る
洛
外
西
南
域
へ
の
視
野
拡
大
、
政
治
体

制
表
出
の
希
薄
化
、
ク
セ
の
な
い
穏
や
か
な
画
趣
、
元
和
年
間
の
景
観
・
制
作

年
代
、
林
家
本
と
同
一
の
町
絵
師
工
房
作
な
ど
、
大
阪
市
美
本
の
公
開
か
ら
十

年
足
ら
ず
の
間
に
そ
の
見
方
の
方
向
性
が
固
め
ら
れ
、
美
術
史
的
な
位
置
づ
け

と
し
て
定
着
を
み
た
。

　

そ
の
後
も
狩
野
氏
は
、「
都
の
形
象　

洛
中
洛
外
の
世
界
」
展
（
京
都
国
立

博
物
館
、
平
成
六
年
十
月
四
日
〜
十
一
月
十
三
日
）
の
企
画
担
当
、
同
展
に
よ

る
大
型
図
録
の
刊
行
を
機
に
、
大
阪
市
美
本
の
筆
者
帰
属
や
画
面
描
写
に
関
す

る
言
及
を
加
え
て
い
る）

15
（

。

　

 　
「
二
条
城
は
は
る
か
に
小
さ
く
な
り
、
伏
見
城
も
見
え
ず
、
洛
外
名
所
の

画
面
に
占
め
る
割
合
が
増
し
て
い
る
…
…
左
隻
６
扇
目
上
方
に
は
…
…
淀
ま

で
も
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
京
博
本
、
勝
興
寺
本
と
は
別
の
系
列
と
見
な

す
べ
き
で
あ
ろ
う）

16
（

」

　

 　
「
狩
野
派
の
流
れ
を
く
む
絵
師
の
筆
致
は
的
確
で
無
駄
が
な
く
、
描
か
れ

た
人
の
数
も
出
光
本
な
ど
に
比
べ
て
も
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
し
も
煩

わ
し
く
な
い）

17
（

」

　

 　
「
二
条
城
は
…
…
寛
永
修
築
以
前
の
も
の
…
…
参
内
行
列
が
描
か
れ
て
い

る
…
…
牛
車
１
台
の
み
が
あ
っ
て
、
輿
は
１
基
も
見
え
な
い）

18
（

」

　

 　
「
西
本
願
寺
が
大
き
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
…
…
元
和
３
年
焼
失
以
前
の
光

景
か
…
…
聚
楽
第
の
遺
構
と
し
て
有
名
な
飛
雲
閣
が
池
と
と
も
に
描
写
さ
れ

て
い
る）

19
（

」

　

多
様
な
展
開
を
み
た
第
二
定
型
諸
本
の
な
か
で
、
林
家
本
、
大
阪
市
美
本
、

萬
野
Ａ
本
の
景
観
構
成
、
構
図
が
類
似
し
て
い
る
点
に
は
武
田
、
辻
両
氏
も
早

く
に
注
意
を
向
け
て
い
た）

20
（

。
こ
の
種
の
類
型
は
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
、
グ
ル
ー

バ
ー
氏
旧
蔵
本
（
現
東
京
富
士
美
術
館
蔵
、
以
下
、
東
京
富
士
美
本
と
い
う
）

に
も
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
小
沢
弘
氏
の
指
摘
が
あ
っ
た）

21
（

。「
都
の
形
象
」
展

で
は
、「
町
筋
の
勝
手
や
景
観
範
囲
な
ど
大
阪
市
美
本
の
系
列
に
属
す
る）

22
（

」
萬

野
Ａ
本
に
加
え
、「
大
阪
市
美
本
・
萬
野
Ａ
本
の
系
列
に
あ
る
が
、
淀
の
あ
た

り
の
風
景
は
大
阪
市
美
本
に
近
い
…
…
元
和
期
の
狩
野
派
周
辺
の
画
家
の
筆）

23
（

」

と
み
な
さ
れ
る
神
戸
市
博
本
が
新
た
に
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
系
統
的
ま
と
ま

り
に
改
め
て
意
識
が
向
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
狩
野
氏
が
以
前
は
「
町
絵
師
の
筆）

24
（

」、
あ
る
い
は
「
町
絵
師
と
は
い
い

な
が
ら
漢
画
的
素
養
を
感
じ
さ
せ
る）

25
（

」
と
述
べ
て
き
た
大
阪
市
美
本
の
筆
者
に

つ
い
て
、「
狩
野
派
の
流
れ
を
く
む
絵
師
」
と
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
具
体
化
し

た
の
も
神
戸
市
博
本
の
出
現
が
考
慮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
西
本
願

寺
・
飛
雲
閣
の
描
写
に
つ
い
て
も
良
質
な
図
版
が
提
供
さ
れ
、
以
後
よ
く
周
知

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

絵
画
史
料
と
し
て
の
大
阪
市
美
本

（
一
）
参
内
行
列

　
「
都
の
形
象
」
展
の
前
後
か
ら
、
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
研
究
は
そ

の
本
丸
を
近
世
史
の
領
域
に
移
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
と
ら
え
た
絵
画
史
料
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的
な
分
析
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
第
二
定
型
諸
本
の
主
題
的
モ
チ
ー
フ

と
い
う
べ
き
左
隻
・
二
条
城
前
の
行
列
（
行
事
）
を
め
ぐ
る
考
察
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
早
く
前
出
の
武
田
氏
が
、
第
二
定
型
作
品
の
展
開
を
端
的

に
特
色
づ
け
る
要
素
と
し
て
注
目
し
、
徳
川
将
軍
の
参
内
、
祇
園
会
の
神
輿
渡

御
、
後
水
尾
天
皇
の
行
幸
、
南
蛮
人
・
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
朝
貢
を
あ
げ
て
い

た）
26
（

。
こ
の
四
種
に
加
え
て
近
年
ま
で
に
、
徳
川
和
子
入
内
の
行
列
、
武
者
関
係

の
行
列
、
祭
礼
の
風
流
が
描
か
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
京
都

の
政
治
的
権
力
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
屏
風
の
制
作
意
図
や
発
注
者
の
性
格
な
ど
を

探
る
指
標
と
し
て
の
解
釈
が
進
め
ら
れ
て
き
た）

27
（

。

　

大
阪
市
美
本
に
は
二
条
城
か
ら
内
裏
へ
と
向
か
う
徳
川
将
軍
の
参
内
行
列
が

描
か
れ
て
い
る
。
狩
野
氏
も
指
摘
の
よ
う
に
、
行
列
に
は
牛
車
一
台
の
み
見
ら

れ
、
輿
は
含
ま
れ
な
い
。
大
塚
浩
美
氏
は
こ
の
タ
イ
プ
の
参
内
行
列
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

 　
「
林
家
本
で
は
行
列
の
描
写
が
小
さ
く
な
り
、
二
条
城
前
の
馬
場
か
ら
西

堀
川
通
を
北
上
す
る
部
分
に
限
定
さ
れ
、
騎
馬
、
牛
車
が
中
心
と
な
る
。
田

万
家
旧
蔵
本
、
神
戸
市
立
博
物
館
本
の
行
列
も
ほ
ぼ
同
じ
で
…
…
山
岡
家
本

等
と
林
家
本
等
と
は
、
行
列
の
大
小
の
違
い
は
あ
る
が
、
二
条
城
前
の
馬
場

を
北
上
す
る
牛
車
等
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
行
列
を
描
く）

28
（

」

　

 　
「
山
岡
家
本
の
第
二
扇
の
上
部
に
は
北
野
社
の
東
側
に
歌
舞
伎
小
屋
を
描

い
て
い
る
…
…
慶
長
八
年
を
意
識
し
て
描
い
た
も
の
…
…
行
列
は
慶
長
八
年

三
月
二
十
五
日
の
家
康
の
参
内
行
列
の
可
能
性
が
高
い
…
…
他
の
諸
本
に
つ

い
て
も
、
行
列
の
編
成
か
ら
同
じ
参
内
行
列
と
考
え
る）

29
（

」

　

 　
「
河
合
家
本
、
林
家
本
、
田
万
家
旧
蔵
本
、
神
戸
市
立
博
物
館
本
も
将
軍

の
参
内
行
列
で
あ
る
が
、
行
列
の
場
面
は
次
第
に
小
さ
く
な
り
…
…
徳
川
氏

の
出
来
事
を
強
調
し
な
い
作
品
群
と
い
え
る
…
…
将
軍
行
列
が
主
題
的
な
モ

チ
ー
フ
の
役
割
を
終
え
た
段
階
の
一
般
的
な
洛
中
洛
外
図
の
構
図
を
示
し
て

い
る）

30
（

」

　

大
阪
市
美
本
に
描
か
れ
る
諸
風
俗
か
ら
、
狩
野
氏
は
元
和
偃
武
に
よ
っ
て
安

定
回
復
し
た
京
都
の
世
相
を
読
み
取
っ
た
。
大
塚
氏
が
指
摘
す
る
参
内
行
列
の

描
写
縮
小
も
、
や
は
り
そ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
を
物
語
る
符
牒
と
し
て
理
解

で
き
る
。
た
だ
し
、
大
阪
市
美
本
の
牛
車
【
図
２
】
は
葵
紋
で
は
な
く
梅
紋
で

飾
ら
れ
、
さ
ら
に
、
林
家
本
で
は
紋
が
消
え
て
無
地
と
な
っ
て
し
ま
う
点
を
加

え
て
指
摘
し
て
お
く
。
将
軍
参
内
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
形
骸
化
を
如
実
に
示
す

描
写
の
変
化
と
し
て
把
握
し
て
お
き
た
い
。

（
二
）
祇
園
会

　

左
隻
の
二
条
城
前
の
行
列
（
行
事
）
と
対
比
さ
れ
る
右
隻
の
モ
チ
ー
フ
は
祇

園
会
の
山
鉾
巡
行
で
あ
る
。
祇
園
祭
礼
場
面
の
考
察
は
、
美
術
史
か
ら
は
初
期

洛
中
洛
外
図
、
祇
園
祭
礼
図
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が）

31
（

、
他
の
諸
分

野
か
ら
は
第
二
定
型
作
品
の
描
写
に
も
検
討
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

林
原
本
を
中
心
に
山
鉾
懸
装
品
・
店
暖
簾
・
幕
な
ど
布
帛
類
の
描
写
を
分
析

し
た
小
川
慧
里
子
氏
は
、
若
干
で
は
あ
る
が
大
阪
市
美
本
の
特
徴
に
も
言
及
し

た
。
つ
ま
り
、
山
鉾
が
一
番
多
く
十
六
基
描
か
れ
る
こ
と
、
見
送
り
幕
が
上
杉

本
、堺
市
博
本
、萬
野
Ａ
本
な
ど
と
同
様
に
天
水
引
幕
か
ら
か
け
ら
れ
る
こ
と
、

山
に
は
山
と
連
続
し
た
形
で
見
送
り
幕
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
た）

32
（

。

　

ま
た
「
祇
園
囃
子
」
の
成
立
と
展
開
を
分
析
し
た
田
井
竜
一
氏
は
、
大
阪
市

美
本
ほ
か
元
和
期
と
さ
れ
る
洛
中
洛
外
図
に
お
け
る
山
鉾
の
囃
子
を
観
察
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　
「
こ
の
時
期
で
は
「
羯
鼓
稚
児
・
太
鼓
持
ち
（
短
胴
枠
付
き
締
め
太
鼓
）

と
太
鼓
打
ち
・
鉦
・
笛
（
楽
器
の
位
置
は
ば
ら
ば
ら
）」
と
い
う
編
成
が
ひ
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と
つ
の
パ
タ
ン
と
な
っ
て
い
る
…
…
二
人
羯
鼓
稚
児
は
江
戸
時
代
初
期
ま
で

は
、
継
続
し
て
え
が
か
れ
て
い
る
…
…
羯
鼓
稚
児
の
立
ち
位
置
が
前
方
に
移

動
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
る
…
…
こ
の
時
期
以
降
の
羯
鼓
稚
児
に
は
、
腕

を
上
に
あ
げ
、
バ
チ
を
八
の
字
型
や
斜
め
に
し
た
り
、
羯
鼓
を
う
つ
動
作
が

よ
く
み
ら
れ
る
…
…（
延
命
寺
本
…
…
田
万
家
旧
蔵
本
…
…
等
）…
…
小
鼓
・

大
鼓
は
す
で
に
消
滅
し
て
お
り
、
さ
ら
に
鉦
の
撞
木
の
出
現
は
ほ
ぼ
こ
の
時

期
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
囃
子
の
様
式
に
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
…
…
こ

の
頃
に
な
る
と
、
鉾
に
音
頭
取
り
が
登
場
し
て
く
る）

33
（

」

　
【
図
３
】
は
音
頭
取
り
を
乗
せ
た
大
阪
市
美
本
の
月
鉾
で
、
田
井
氏
は
そ
の

描
写
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　

 　
「
月
鉾
（
羯
鼓
稚
児
〔
や
や
身
体
を
斜
め
に
し
、
腕
を
左
右
に
ひ
ろ
げ
、

バ
チ
を
斜
め
に
〕、
笛
〔
被
り
物
〕、
太
鼓
持
ち
・
太
鼓
打
ち
〔
太
鼓
持
ち
は

太
鼓
を
か
な
り
上
に
あ
げ
る
、
後
方
〕
…
…
月
鉾
の
羯
鼓
稚
児
に
、
若
干
ひ

ね
っ
た
動
き
、
躍
動
感
…
…
洛
中
洛
外
図
で
は
山
鉾
が
一
番
多
く
描
写
、
音

頭
取
り
あ
り）

34
（

」

　

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
市
美
本
は
諸
本
中
も
っ
と
も
多
く
の
山
鉾
を
描
い
て
い

る
。
同
系
統
で
は
一
基
も
描
か
な
い
神
戸
市
博
本
は
何
ら
か
の
事
情
、
意
図
を

反
映
し
て
の
例
外
と
し
て
も
、
林
家
本
ほ
か
に
み
ら
れ
る
数
基
程
度
の
描
写
か

ら
す
れ
ば
格
段
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
前
出
の
辻
氏
が
か
つ
て
図
示
、

比
較
し
た
諸
本
の
山
鉾
巡
行
、
神
輿
渡
御
の
ル
ー
ト
な
ど
と
合
わ
せ）

35
（

、
関
係
諸

情
報
の
さ
ら
な
る
総
合
、
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

（
三
）
芸
能
（
芝
居
）
興
行

　

モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
扱
い
は
祇
園
会
よ
り
も
小
さ
い
も
の
な
が
ら
、
い
わ
ゆ

る
画
証
と
し
て
、
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
北
野
、
五
条
橋
詰（
五

条
河
原
）、
四
条
河
原
に
お
け
る
歌
舞
伎
な
ど
の
芸
能
（
芝
居
）
興
行
で
あ
る
。

　

恒
常
的
な
興
行
地
と
し
て
は
北
野
、
五
条
河
原
が
先
行
し
た
が
、
六
条
三
筋

町
の
遊
女
歌
舞
伎
の
進
出
に
よ
り
、
慶
長
後
半
に
ま
ず
北
野
が
衰
え
、
元
和
初

期
に
は
五
条
橋
詰
か
ら
四
条
河
原
へ
と
そ
の
中
心
地
が
移
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

興
行
地
の
変
遷
が
、
洛
中
洛
外
図
諸
本
の
芝
居
小
屋
の
所
在
に
よ
っ
て
お
よ
そ

確
か
め
ら
れ
る
と
い
う）

36
（

。
内
藤
昌
氏
は
林
家
本
、
舟
木
家
旧
蔵
本
（
現
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）、
大
阪
市
美
本
の
三
作
例
に
は
五
条
橋
詰
と
四
条
河
原
の
双
方

に
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
慶
長
後
期
か
ら
元
和
初
期
に
か
け
て
の
興
行
地
の
状
況

を
反
映
す
る
と
し
た
。

　

林
家
本
で
は
五
条
橋
西
詰
、
東
詰
に
各
一
座
、
四
条
河
原
に
二
座
あ
り
、
こ

れ
は
神
戸
市
博
本
も
同
様
の
配
置
で
あ
る
。
大
阪
市
美
本
で
は
五
条
橋
東
詰
に

一
座
、
四
条
河
原
に
三
座
と
な
り
、
ま
た
萬
野
Ａ
本
で
は
四
条
河
原
に
一
座
の

み
と
な
る
。
神
戸
市
博
本
、
林
家
本
か
ら
大
阪
市
美
本
へ
、
さ
ら
に
萬
野
Ａ
本

へ
と
、
基
本
的
景
観
構
成
と
し
て
は
同
系
統
と
み
ら
れ
る
作
品
間
に
お
い
て
、

芸
能
興
行
地
の
漸
次
推
移
が
反
映
さ
れ
る
点
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る）

37
（

。

　

大
阪
市
美
本
の
芝
居
小
屋
は
筵
張
り
、
床
下
吹
抜
、
土
間
席
の
み
で
、
櫓
は

紋
幕
を
張
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
粗
末
な
小
屋
掛
け
」（
辻
氏
）
は
「
寛

永
期
の
小
屋
に
比
べ
る
と
貧
相
な
造
り
」（
狩
野
氏
）
で
あ
り
、
細
画
ゆ
え
の

省
略
、
写
し
崩
れ
な
ど
を
十
分
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
四
条
河
原
図
や
名

所
遊
楽
図
系
作
品
に
み
る
整
っ
た
小
屋
の
体
裁
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る）

38
（

。

　
（
四
）
農
耕

　

繁
華
な
芝
居
興
行
地
と
は
対
照
的
な
エ
リ
ア
と
も
い
え
る
村
落
の
田
畠
、
農

耕
に
注
目
す
る
視
点
も
あ
っ
た
。
奥
田
敦
子
氏
は
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
本
の
農

耕
風
景
を
分
析
し
、
描
か
れ
た
田
畠
の
地
理
的
位
置
が
、
文
献
史
料
、
絵
図
か

ら
割
り
出
さ
れ
る
実
際
の
京
都
の
代
表
的
な
耕
作
地
と
符
合
す
る
こ
と
、
そ
の

場
所
の
特
徴
を
示
す
た
め
の
実
写
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
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た）
39
（

。

　

勝
興
寺
本
以
降
の
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
で
は
、
豊
臣
秀
吉
の
御
土
居

建
設
（
天
正
十
九
年
・
一
五
九
一
）
に
よ
り
、
耕
作
地
が
京
の
都
市
域
周
辺
へ

移
動
し
た
こ
と
を
反
映
し
、
農
耕
描
写
の
減
少
、
農
事
の
種
類
も
田
起
し
と
刈

田
に
一
元
化
さ
れ
る
な
ど
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
し
、
風
俗
画
と
し
て
の
大
阪

市
美
本
の
性
格
に
関
わ
っ
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　
「
大
阪
市
美
本
も
、
近
世
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
特
徴
で
あ
る
農
耕
描
写
の

減
少
、
内
容
の
タ
イ
プ
化
、
四
季
表
現
の
偏
り
と
い
っ
た
傾
向
を
持
つ
…
…

こ
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
…
…
左
隻
三
扇
中
央
部

の
よ
う
に
昼
餉
を
楽
し
む
場
面
…
…
左
隻
五
扇
上
部
の
休
息
を
と
る
農
民
の

姿
と
い
っ
た
遊
楽
的
要
素
が
大
き
く
描
写
さ
れ
る）

40
（

」

　

 　
「
昼
餉
の
描
写
が
大
き
く
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
背
景
と
し
て
、
行
楽
地

化
し
た
近
郊
農
村
の
描
写
に
ふ
さ
わ
し
い
遊
楽
的
雰
囲
気
の
図
様
が
好
ま
れ

た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
…
…
和
様
の
四
季
耕
作
図
と
の
影
響
関
係
が
考
え
ら

れ
る
…
…
大
和
絵
系
絵
師
の
間
で
は
特
に
鑑
戒
画
と
し
て
よ
り
も
遊
楽
図
と

し
て
の
耕
作
図
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
…
…
農
耕
場
面
に
遊
楽
的
な
昼
餉
描

写
が
表
れ
た
と
推
考
さ
れ
る）

41
（

」

　

奥
田
氏
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
岡
崎
を
中
心
と
す
る
東
山
一
帯
、
二
条
城
以
西

の
洛
西
一
帯
に
田
畠
、
耕
作
場
面
を
描
く
作
例
が
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
大

阪
市
美
本
で
は
大
仏
殿
の
北
、
東
寺
の
東
に
も
耕
作
地
が
加
わ
る
。
ま
た
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
田
起
し
、
脱
穀
な
ど
農
事
の
種
類
が
多

彩
で
あ
り
、遊
楽
的
な
昼
餉【
図
４
】・
休
息
の
場
面
を
複
数
描
く
な
ど
、農
地
、

農
耕
風
俗
の
描
写
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
際
立
っ
て
い
る）

42
（

。
景
観
構
成
、

構
図
の
う
え
で
は
同
系
列
と
み
な
さ
れ
る
林
家
本
、
神
戸
市
博
本
、
萬
野
Ａ
本

な
ど
と
の
差
異
は
明
確
で
、
こ
の
一
群
に
お
け
る
大
阪
市
美
本
の
独
自
性
の
一

端
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。

（
五
）
内
裏

　

洛
中
洛
外
図
諸
本
に
描
か
れ
た
内
裏
の
建
物
配
置
を
３
Ｄ-

Ｃ
Ｇ
模
式
図
に

よ
っ
て
比
較
し
た
高
屋
麻
里
子
氏
は
、
神
戸
市
博
本
系
統
（
後
述
の
科
研
Ｃ
群

の
一
部
）
の
内
裏
の
描
写
に
関
し
て
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　
「
南
門
も
常
御
所
も
描
か
れ
て
い
る
大
阪
市
美
術
館
本
を
例
外
と
し
て
お

り
…
…
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
内
裏
が
一
定
し
な
い
…
…
建
物

も
多
く
省
略
さ
れ
簡
略
な
表
現
が
さ
れ
て
い
る
…
…
大
阪
市
美
術
館
本
に
描

か
れ
る
内
裏
は
南
門
が
あ
る
た
め
慶
長
内
裏
と
考
え
ら
れ
建
物
配
置
な
ど
も

林
原
本
系
統
に
近
い
…
…
し
か
し
神
戸
市
博
本
、
萬
野
Ａ
本
は
南
門
が
描
か

れ
て
い
な
い
た
め
天
正
内
裏
と
考
え
ら
れ
、
同
一
系
統
内
と
さ
れ
な
が
ら
異

な
る
内
裏
が
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
描
か
れ
た
内
裏
の
内
容
も
他

の
系
統
の
よ
う
に
抜
き
ん
出
て
正
確
な
も
の
が
み
ら
れ
な
い）

43
（

」

　

通
常
、
内
裏
は
南
門
の
有
無
で
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
新
造
な
っ
た

慶
長
内
裏
か
、
そ
れ
ま
で
の
天
正
内
裏
か
を
見
分
け
て
い
る
。
南
門
を
描
く
大

阪
市
美
本
だ
け
が
慶
長
内
裏
を
描
き
、
南
門
を
描
か
な
い
神
戸
市
博
本
、
萬
野

Ａ
本
は
天
正
内
裏
を
描
く
と
解
し
て
問
題
な
い
。
慶
長
内
裏
を
描
き
、「
建
物

配
置
な
ど
も
林
原
本
系
統
に
近
い
」
と
い
う
変
化
を
み
せ
て
い
る
大
阪
市
美
本

の
内
裏
表
現
か
ら
、
神
戸
市
博
本
、
萬
野
Ａ
本
（
さ
ら
に
林
家
本
）
な
ど
と
の

粉
本
の
性
格
の
違
い
、
そ
の
後
発
性
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る）

44
（

。

三　

類
型
と
し
て
の
大
阪
市
美
本

（
一
）
景
観
配
置
と
筋
勝
手

　

冒
頭
で
触
れ
た
近
年
の
科
研
で
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
比
定
の
作
業
を
通
じ
て

の
よ
り
総
合
的
な
描
写
景
観
の
分
析
を
重
要
な
研
究
課
題
と
み
な
し
、
第
二
定
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型
諸
本
の
系
統
分
類
が
本
格
的
に
試
み
ら
れ
た
。

　

そ
の
先
駆
と
も
い
え
る
研
究
が
、
か
な
り
早
い
段
階
で
ま
ず
建
築
史
の
見
地

か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
先
出
の
内
藤
昌
氏
が
洛
中
洛
外
図
の
景
観
類
型
と
そ
の

展
開
を
論
じ
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
解
析
手
法
に
よ
り
各
屏
風
の
空
間
構
成

の
特
色
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た）

45
（

。

　

 　
「
京
都
盆
地
一
帯
を
現
状
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
…
…
東
西
を
一
二
行
、

南
北
を
五
〇
行
に
分
割
、
堀
川
筋
を
中
央
に
配
し
て
、
御
土
居
や
賀
茂
川
・

高
野
川
…
…
の
流
路
を
模
式
化
し
て
…
…
特
定
の
洛
中
洛
外
図
の
景
観
描
写

が
如
何
な
る
物
件
を
あ
つ
か
い
、
ど
の
様
な
構
図
で
形
成
さ
れ
て
い
る
か
を

右
隻
・
左
隻
の
別
を
お
こ
な
っ
て
プ
ロ
ッ
ト
す
れ
ば
、
模
式
的
な
景
観
類
型

が
明
確
に
表
出
で
き
、
お
の
お
の
の
特
性
が
理
解
で
き
よ
う）

46
（

」

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
景
観
類
型
「
Ｂ
型
│
洛
中
洛
外
図
系
」
の
複
数
の

下
位
分
類
で
、
第
二
定
型
作
品
に
関
わ
る
二
つ
の
類
型
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
そ
の
特
徴
を
述
べ
た
。

　

 　
「
右
隻
・
左
隻
の
境
界
線
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
南
北
に
走
る
…
…
た
だ

し
北
端
部
の
鞍
馬
寺
・
上
賀
茂
社
と
、
南
端
部
の
東
寺
・
東
本
願
寺
の
位
置

が
未
だ
不
安
定）

47
（

」
で
あ
る
Ｂ
２
型

　

 　
「
Ｂ
２
型
の
構
図
上
の
不
安
定
要
素
が
な
く
な
り
、
右
・
左
隻
の
境
界
線

が
地
理
的
に
正
確
に
南
北
を
向
い
て
走
っ
て
い
る
…
…
洛
中
洛
外
の
景
観
を

東
山
・
西
山
を
背
景
に
整
然
と
二
分
す
る
に
至
る）

48
（

」
Ｂ
３
型

　

前
者
の
Ｂ
２
型
に
は
勝
興
寺
本
、
林
家
本
、
萬
野
Ａ
本（
当
時
滝
沢
家
蔵
）、

河
合
家
本
、
林
原
本
な
ど
が
分
類
さ
れ
、
論
文
発
表
時
、
ま
だ
田
万
氏
の
所
蔵

で
あ
っ
た
大
阪
市
美
本
は
後
者
の
Ｂ
３
型
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
元
和
初

頭
の
景
観
年
代
を
示
す
田
万
家
蔵
本
」
が
「
こ
の
類
の
先
駆
」
で
、
サ
ン
ト
リ

ー
本
な
ど
「
寛
永
期
の
景
観
年
代
を
も
つ
屏
風
の
一
般
型）

49
（

」
で
あ
る
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

実
際
に
描
写
さ
れ
た
画
面
の
構
図
か
ら
識
別
す
る
な
ら
ば
、
美
術
史
か
ら
の

指
摘
の
よ
う
に
、
大
阪
市
美
本
は
明
ら
か
に
Ｂ
２
型
の
諸
本
と
近
し
い
関
係
に

あ
り
、
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
を
描
く
Ｂ
３
型
の
諸
本
と
は
む
し
ろ
隔
た

り
が
印
象
付
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
左
右
隻
の
境
界
を
ど
う
設
定
す
る
か
と

い
う
画
面
設
計
の
志
向
性
に
目
を
向
け
る
と
、
意
外
に
も
Ｂ
３
型
と
の
関
係
性

が
浮
上
す
る
。
つ
ま
り
、
大
阪
市
美
本
に
は
景
観
類
型
と
し
て
の
後
発
性
が
潜

在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
点
で
見
過
ご
せ
な
い
分
析
と
い
え
る
。

　

類
型
設
定
を
目
指
す
も
う
ひ
と
つ
の
試
み
が
、
描
か
れ
る
町
筋
の
勝
手
に
よ

る
分
類
で
あ
っ
た
。
作
例
に
よ
る
勝
手
の
違
い
、
作
画
上
の
影
響
等
に
つ
い
て

は
先
の
武
田
、
辻
氏
以
来
美
術
史
か
ら
の
言
及
が
あ
っ
た
が
、
片
岡
肇
氏
は
左

右
隻
の
順
勝
手
・
逆
勝
手
の
組
合
せ
か
ら
多
数
諸
本
（
約
一
一
〇
本
）
を
分
類

し
て
五
類
型
を
示
し
た
。
大
阪
市
美
本
は
そ
の
「
第
２
類
│
左
右
隻
と
も
順
勝

手
の
も
の
」
に
分
類
さ
れ
た
。

　

 　
「
第
二
の
定
型
で
は
…
…
林
家
本
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
本
、
萬
野
家
Ａ
本
、

シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
、
田
万
家
本
、
河
合
家
本
、
真
野
家
本
、
フ
リ
ア
美
術

館
本
な
ど
が
あ
る
…
…
右
隻
の
下
京
の
描
写
範
囲
が
南
へ
拡
大
さ
れ
た
以
外

は
、
ほ
と
ん
ど
第
１
類
（
京
博
Ａ
本
、
勝
興
寺
本
な
ど
＝
筆
者
注
）
の
景
観

範
囲
と
違
い
は
な
い
…
…
こ
の
第
２
類
は
25
例
あ
ま
り
あ
る）

50
（

」

　

筋
勝
手
に
よ
る
五
分
類
だ
け
で
は
諸
本
の
系
統
的
把
握
や
そ
れ
ら
の
相
互
関

係
を
示
す
に
は
至
ら
な
い
。
必
然
、
具
体
的
な
図
様
、
表
現
の
類
似
点
を
精
査
、

比
較
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
小
単
位
で
ま
と
ま
る
作
品
群
の
抽
出
を
目
指
す
こ

と
に
な
る
。
片
岡
氏
が
考
察
し
た「
司
馬
家
本
型
類
型
」が
そ
の
ひ
と
つ
だ
が
、

同
氏
は
全
体
で
十
四
も
の
類
型
を
見
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る）

51
（

。
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（
二
）
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
比
定

　

景
観
配
置
、
筋
勝
手
に
注
目
し
た
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
類
型
化
は
、
次
に
諸

本
の
悉
皆
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
比
定
へ
と
向
か
っ
た
。
比
定
の
作
業
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
大
澤
泉
、
加
藤
裕
美
子
の
両
氏
は
第
二
定
型
作

品
を
ま
ず
大
き
く
三
系
統
に
分
類
し
た
（
第
二
定
型
科
研）

52
（

）。
大
阪
市
美
本
、

神
戸
市
博
本
、
萬
野
Ａ
本
か
ら
な
る
一
系
統
を「
大
阪
市
美
本
系
統
」と
呼
び
、

そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　
「
１
つ
１
つ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
小
さ
く
、
遠
景
が
詳
細
に
描
か
れ
る

…
…
左
隻
６
扇
に
淀
付
近
の
景
観
…
…
石
清
水
八
幡
宮
や
宝
積
寺
が
描
か
れ

て
い
る
…
…
勝
興
寺
本
系
統
と
比
較
す
る
と
大
阪
市
美
本
は
二
条
城
が
小
さ

く
描
か
れ
て
い
る
…
…
２
扇
分
程
度
の
大
き
さ
で
屏
風
の
中
心
に
描
く
…
…

二
条
城
の
西
か
ら
広
隆
寺
付
近
に
至
る
ま
で
田
畑
が
描
か
れ
て
い
る
…
…
石

不
動
の
描
き
方
…
…
東
側
に
門
が
描
か
れ
そ
の
前
に
は
階
段
が
描
か
れ
て
い

る）
53
（

」

　

 　
「
特
に
神
戸
市
博
本
と
萬
野
Ａ
本
は
近
似
し
て
い
る
…
…
二
条
城
西
域
の

…
…
農
村
の
中
に
鎮
守
と
思
わ
れ
る
社
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
大
阪
市
美
本

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
…
…
大
阪
市
美
本
左
隻
４
扇
に
描
か
れ
て
い
る
「
戸

名
瀬
の
滝
」
は
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
方
広
寺
の
鐘

楼
に
つ
い
て
も
…
…
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
に
は
見
ら
れ
な
い
…
…
大
阪

市
美
本
の
金
閣
は
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市

博
本
は
三
重
塔
の
様
に
描
い
て
い
る
…
…
大
阪
市
美
本
が
最
も
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
を
詳
細
か
つ
正
確
に
描
い
て
い
る）

54
（

」

　

 　
「
淀
付
近
の
景
観
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
条
城
西
域
の
農
村
の

景
観
が
描
か
れ
…
…
順
勝
手
で
描
か
れ
て
い
る
…
…
四
条
、
五
条
河
原
の
芝

居
小
屋
の
描
き
方
は
大
阪
市
美
本
に
非
常
に
似
て
お
り
…
…
河
合
家
本
も
大

阪
市
美
本
系
統
の
諸
本
で
あ
る）

55
（

」

　

続
く
科
研
（
風
俗
画
科
研
）
で
は
、
対
象
作
例
を
大
幅
に
増
や
し
た
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
比
定
の
改
訂
が
な
さ
れ
、
第
二
定
型
作
品
を
Ａ
〜
Ｈ
の
八
群
に
系
統
分

類
す
る
試
案
が
報
告
さ
れ
た）

56
（

。大
阪
市
立
美
本
を
含
む
一
群
は
Ｃ
群
と
呼
ば
れ
、

前
回
一
群
に
は
含
め
て
い
な
か
っ
た
林
家
本
を
は
じ
め
と
す
る
五
作
例
を
加
え

た
計
九
作
例
（
高
津
Ｂ
本
、
河
合
家
本
、
久
保
惣
本
、
林
家
本
、
シ
ア
ト
ル
美

本
、
東
京
富
士
美
本
、
大
阪
市
美
本
、
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
）
を
あ
げ
、

こ
の
系
統
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た）

57
（

。

　

 　
「
二
条
城
は
比
較
的
小
規
模
…
…
二
条
城
の
西
域
に
広
大
な
田
園
風
景

…
…
景
観
の
中
心
が
左
隻
壬
生
寺
付
近
に
描
か
れ
る
御
土
居
…
…
遠
景
が
詳

細
…
…
左
隻
の
南
限
に
は
、
山
崎
付
近
の
景
観
…
…
石
清
水
八
幡
宮
や
宝
積

寺
…
…
特
に
淀
付
近
の
景
観
は
Ｃ
群
に
の
み
見
ら
れ
る
…
…
伏
見
城
は
描
か

れ
な
い
が
、
右
隻
に
は
方
広
寺
が
大
き
く
描
か
れ
る
…
…
金
雲
に
区
切
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
鴨
川
は
屏
風
の
中
心
を
左
上
か
ら
右
下
に
斜
行
し
て
流
れ
て

い
る
…
…
芝
居
小
屋
や
娯
楽
が
四
条
や
五
条
に
多
く
描
か
れ
る
…
…
石
不
動

は
、
他
の
諸
本
が
懸
造
の
様
に
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
門
と
堂
を
組
み
合
わ

せ
た
平
地
の
寺
院
と
し
て
描
か
れ
て
い
る）

58
（

」

　

 　
「
高
津
古
文
化
会
館
Ｂ
本
は
他
の
Ｃ
群
の
諸
本
と
は
異
な
る
点
が
多
い
が
、

淀
付
近
の
景
観
を
描
い
て
い
る
点
か
ら
Ｃ
群
に
分
類
…
…
河
合
家
本
の
場
合

…
…
淀
付
近
の
景
観
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
…
…
他
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
配
置

の
構
図
は
先
の
諸
本
と
近
似
…
…
淀
な
ど
の
遠
景
が
描
か
れ
な
か
っ
た
背
景

に
は
、
行
列
を
大
き
く
描
く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る）

59
（

」

　

 　
「
萬
野
Ａ
本
と
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
は
同
一
粉
本
を
も
と
に
描
か
れ
て
い

る
と
推
定
…
…
林
家
本
、
久
保
惣
本
も
…
…
同
一
粉
本
を
も
と
に
描
か
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
…
…
グ
ル
ー
バ
ー
家
本
、
神
戸
市
博
本
も
こ
れ
ら
に
近



─ 12 ─

い
景
観
構
成
…
…
同
一
の
粉
本
を
用
い
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
…
…

大
阪
市
美
本
は
河
合
家
本
、
林
家
本
、
久
保
惣
本
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
、

グ
ル
ー
バ
ー
家
本
、
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
に
近
似
し
て
い
る
が
、
他
の

諸
本
に
は
描
か
れ
な
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
描
か
れ
る
な
ど
、
同
一
粉
本
を
用

い
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い）

60
（

」

　

 　
「
Ｃ
群
は
…
…
そ
の
描
写
範
囲
が
広
く
、
多
く
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
描
い

て
い
る
…
…
右
隻
に
は
祇
園
祭
が
印
象
的
に
描
か
れ
…
…
豊
臣
氏
に
よ
る
京

都
改
造
か
ら
、
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
京
都
に
お
け
る
事
業
を
反
映
し
て
い

る
点
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
諸
本
の
数
が
格
段
に
多
く
、
大

量
に
制
作
さ
れ
た
系
統
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る）

61
（

」

　

以
上
、
両
度
の
科
研
成
果
か
ら
、
大
阪
市
美
本
を
含
む
同
系
統
作
品
群
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
比
定
、
景
観
描
写
に
関
す
る
特
徴
の
指
摘
を
抜
粋
引
用
し
た
。

　

九
作
例
が
提
示
さ
れ
た
Ｃ
群
に
つ
い
て
、
以
下
本
稿
で
は
「
科
研
Ｃ
群
」
と

呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
一
点
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ン
タ
リ
オ
美
本
も
こ
の
系

統
に
入
る
作
品
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
阪
市
美
本
と
他
本
と
の

異
同
、
関
係
性
に
一
定
の
整
理
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
美
術
史
か
ら

の
言
及
を
超
え
た
指
摘
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
事
項
に
整
理
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

　
（
一
）
二
条
城
の
西
域
に
広
い
田
園
風
景
が
あ
る
。

　
（
二
）
石
不
動
を
平
地
の
寺
院
と
し
て
描
く
。

　
（
三
）
大
阪
市
美
本
だ
け
に
描
か
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
あ
る
。

　
　
　

 

戸
名
瀬
の
滝
、
方
広
寺
鐘
楼

　
（
四
）
大
阪
市
美
本
に
は
描
か
れ
な
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
あ
る
。

　
　
　

 

農
村
の
鎮
守
ら
し
き
社

　
（
五
）
金
閣
を
大
市
美
本
は
正
確
に
二
重
に
描
く
。

　
　
　

 

萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
は
三
重
の
塔
の
よ
う
に
描
く
。

　
（
六
）
大
阪
市
美
本
が
最
も
詳
細
か
つ
正
確
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
描
く
。

　
（
七
）
大
阪
市
美
本
は
諸
本
と
は
異
な
る
粉
本
に
よ
る
。

　
（
八
）
高
津
Ｂ
本
、
河
合
家
本
を
同
一
系
統
に
分
類
す
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
、
近
世
風
俗
図
屏
風
、
絵
画
史
料
、
類
型
と
い
う
三
つ
の

視
点
か
ら
、
大
阪
市
美
本
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
か
を
紹
介
し
、
そ
の

基
本
的
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
再
確
認
し
た
。
次
章
で
は
従
来
の
指
摘
、
言
及
に

対
す
る
総
合
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
科
研
Ｃ
群
諸
本
と

の
関
係
性
を
特
徴
づ
け
る
場
面
を
中
心
に
大
阪
市
美
本
の
分
析
を
試
み
、
そ
の

特
性
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ　

大
阪
市
美
本
は
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か

一　

左
隻

（
一
）
洛
西
地
域

　

科
研
Ｃ
群
に
含
め
ら
れ
た
高
津
Ｂ
本
や
河
合
家
本
を
ど
う
位
置
付
け
て
ゆ
く

か
は
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
大
阪
市
美
本
と
林

家
本
以
下
諸
本
と
の
類
型
的
な
相
関
性
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
と
い
え
る
。
と
と
も

に
、
大
阪
市
美
本
が
諸
本
と
は
異
な
る
粉
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
観
測
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
科
研
Ｃ
群
に
お
け
る
大
阪
市
美
本
の
位
置
は
ど
う
見
定

め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
基
本
的
な
景
観
構
成
の
面
か
ら
検
証
し
て
ゆ
き
た

い
。

　

林
家
本
、
神
戸
市
博
本
、
萬
野
Ａ
本
は
具
体
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
対
応
関

係
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
金
雲
構
成
（
本
数
、
長
さ
、
太
さ
、
曲
折
方
向
、
加
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飾
技
法
、
地
理
的
配
置
）
ま
で
も
含
め
た
型
紙
的
な
相
似
性
を
示
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
大
阪
市
美
本
は
俯
瞰
視
点
が
低
く
な
り
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
対
応
、

金
雲
構
成
に
お
い
て
明
ら
か
に
諸
本
と
乖
離
し
て
い
る
。
と
く
に
左
隻
で
は
景

観
構
成
の
変
容
が
容
易
に
見
て
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
系
統
の
景
観
構
成
の
大
き
な
特
徴
が
左
隻
の
淀
、
八
幡
に
至
る
洛
外
西

南
域
へ
の
視
野
拡
大
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
大
澤
、

加
藤
両
氏
は
新
た
に
二
条
城
の
西
方
に
広
が
る
田
園
風
景
を
あ
げ
た
。
こ
こ
は

先
出
の
奥
田
氏
が
、
岡
崎
を
中
心
と
す
る
東
山
一
帯
と
と
も
に
、
諸
本
で
農
耕

風
景
が
描
写
さ
れ
る
代
表
的
な
地
域
と
し
て
抽
出
し
た
場
所
（
洛
西
一
帯
）
で

あ
る
。

　

大
阪
市
美
本
の
左
隻
三
扇
〜
五
扇
目
、
画
面
中
段
に
展
開
さ
れ
る
田
畠
が
そ

れ
で
あ
る
。ま
た
同
六
扇
目
の
東
寺
周
辺
に
も
広
い
耕
作
地
が
描
か
れ
て
お
り
、

他
本
の
閑
散
と
し
た
田
畠
の
描
写
に
比
べ
、
農
耕
風
俗
の
描
写
に
対
す
る
積
極

性
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
る
こ
と
を
先
に
確
認
し
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
場
面
の

挿
入
が
、
左
隻
の
景
観
構
成
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
影
響
は
大
き
い
。
ま
ず
は
、
東
寺
が
五
扇
目
に
割
り
込
む
よ
う
に
大
き

く
右
へ
押
し
出
さ
れ
た
の
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
、
他
本
で

は
東
寺
の
右
上
に
並
び
建
っ
て
い
た
寺
院
、
つ
ま
り
林
家
本
の
貼
札
に「
尼
寺
」

と
あ
る
大
通
寺
の
一
部
と
門
が
、
東
寺
の
右
手
に
無
理
や
り
接
合
さ
れ
た
よ
う

な
不
自
然
な
状
態
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

62
（

。
独
立
し
た
寺
院
と
し
て
の
姿

は
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
他
本
の
描
写
か
ら
屋
根
の
並
び
で
な
ん
と
か
と
ら
え

う
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
大
堰
川
以
西
の
洛
外
景
観
の
拡
大
化
で
あ
る
。
つ

ま
り
大
堰
川
の
最
上
流
地
点
と
天
龍
寺
を
三
扇
・
四
扇
目
の
境
ま
で
一
扇
分
程

度
右
へ
移
動
さ
せ
た
こ
と
に
加
え
、
大
堰
川
の
流
路
を
画
面
下
方
へ
大
き
く
張

り
出
す
よ
う
に
描
き
、
右
岸
の
法
輪
寺
、
松
尾
社
方
面
に
も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

を
与
え
た
。
上
述
の
農
耕
風
景
の
展
開
と
合
わ
せ
見
る
と
、
大
堰
川
を
は
さ
ん

だ
洛
西
全
体
の
景
観
描
写
が
ス
ペ
ー
ス
的
に
著
し
く
引
き
伸
ば
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

こ
の
影
響
を
受
け
て
、
二
条
城
以
西
の
遠
景
に
あ
る
社
寺
等
の
主
要
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
他
本
よ
り
一
扇
分
ほ
ど
右
へ
ず
れ
て
ゆ
き
、
最
終
的
に
鞍

馬
寺
が
右
隻
六
扇
目
最
上
段
に
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
寛
永
期
作

例
に
一
般
的
と
な
る
境
界
設
定
の
特
性
と
い
う
内
藤
氏
の
指
摘
が
想
起
さ
れ
る

が
、
鞍
馬
寺
が
こ
の
位
置
に
入
っ
た
こ
と
で
右
隻
か
ら
は
比
叡
山
が
消
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
や
は
り
中
景
も
同
様
、
太
秦
広
隆
寺
と
西
院
が
大
き
く
右
へ
押

さ
れ
て
神
泉
苑
の
上
方
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
大
澤
、
加
藤
両
氏
が
大
阪
市
美
本
に
は
描
か
れ
な
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
あ
げ
た「
農
村
の
鎮
守
ら
し
き
社
」と
い
う
の
は
夷
森
の
こ
と
で
あ
る）

63
（

。【
図

５
】
が
林
家
本
に
描
か
れ
る
夷
森
で
あ
る
が
、
貼
札
に
「
梅
ノ
宮
」
と
あ
る
の

は
誤
り
で
あ
る
。
洛
西
全
体
の
拡
大
に
よ
り
二
条
城
ま
で
の
空
間
を
整
理
す
る

必
要
が
出
て
き
た
大
阪
市
美
本
で
は
夷
森
周
辺
が
割
愛
消
去
さ
れ
た
。
他
本
に

お
い
て
は
壬
生
寺
と
そ
の
周
辺
の
景
観
を
特
徴
づ
け
て
い
た
御
土
居
も
切
断
さ

れ
て
存
在
感
が
後
退
す
る
な
ど
、
洛
西
〜
洛
南
の
景
観
構
成
は
大
き
く
変
容
を

遂
げ
て
い
る）

64
（

。

（
二
）
金
閣

　

続
い
て
個
々
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
目
を
移
す
。
金
閣
は
一
扇
〜
二
扇
目
の
画

面
上
方
に
描
か
れ
る
【
図
６
】。
先
に
大
澤
、
加
藤
両
氏
に
よ
る
「
大
阪
市
美

本
の
金
閣
は
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
」、「
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
は
三
重
塔

の
様
に
描
い
て
い
る
」
と
の
指
摘
を
引
い
た
が
、
大
阪
市
美
本
ほ
か
ど
れ
も
、
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金
閣
は
正
確
に
描
か
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

金
閣
の
本
来
の
姿
は
、
第
一
層
と
第
二
層
の
間
に
屋
根
を
設
け
な
い
三
層
構

造
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
前
半
の
主
要
な
洛
中
洛
外
図
で
こ
れ
を
正
確
に
描
い

た
も
の
は
な
く
、
二
階
建
（
Ａ
型
）、
三
層
屋
根
（
Ｂ
型
）
の
い
ず
れ
か
に
分

類
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
奥
平
俊
六
氏
が
指
摘
し
て
い
る）

65
（

。

　

大
阪
市
美
本
の
金
閣
は
、科
研
Ｃ
群
諸
本
で
は
唯
一
の
Ａ
型
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
層
の
西
側
に
突
き
出
る
の
は
釣
殿
〈
漱
清
〉
だ
が
、
多
く
の
洛
中
洛
外
図

に
お
け
る
例
と
は
異
な
り
東
側
（
画
面
手
前
）
に
も
向
く
よ
う
に
類
似
の
建
屋

が
取
り
付
く
。
大
阪
市
美
本
が
も
っ
と
も
詳
細
、
か
つ
正
確
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

を
描
い
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
先
述
の
内
裏
建
築
や
東
寺
周
辺
か
ら
洛
西
地

域
の
変
容
、
後
述
の
方
広
寺
な
ど
と
合
わ
せ
、
粉
本
的
に
独
自
の
性
格
を
有
す

る
一
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）
神
泉
苑

　

四
扇
目
中
ほ
ど
、
二
条
城
に
接
し
て
描
か
れ
る
苑
池
が
神
泉
苑
で
あ
る
【
図

７
】。
大
阪
市
美
本
で
最
重
要
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

従
来
は
と
く
に
注
意
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

神
泉
苑
は
応
仁
の
乱
で
衰
退
し
た
後
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
始
ま
っ

た
二
条
城
造
営
に
よ
り
苑
地
の
北
方
を
大
き
く
削
ら
れ
、
さ
ら
に
荒
廃
が
進
ん

だ
。
慶
長
十
二
年
か
ら
元
和
年
間
に
わ
た
っ
て
筑
紫
の
僧
覚
雅（
快
我
と
も
）、

京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
ら
に
よ
り
復
興
さ
れ
、
東
寺
（
宝
菩
提
院
）
に
属
す
る

寺
院
と
な
っ
た
。『
宝
永
華
洛
細
見
図
』
等
の
挿
図
に
み
え
る
池
中
の
中
島
に

建
つ
多
宝
塔（
二
重
塔
）は
こ
の
復
興
時
の
建
築（
後
の
天
明
大
火
で
焼
失
）で
、

科
研
Ｃ
群
中
で
は
大
阪
市
美
本
、
高
津
Ｂ
本
に
姿
が
写
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な

の
は
そ
の
堂
塔
供
養
が
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
一
月
（『
義
演
准
后
日
記
』）

と
わ
か
る
こ
と
で
あ
る）

66
（

。

　

同
年
八
月
に
は
誓
願
寺
の
堂
塔
供
養
も
あ
っ
た
が
、
大
阪
市
美
本
で
は
誓
願

寺
に
ま
だ
三
重
塔
は
み
ら
れ
な
い
。
林
原
本
や
科
研
Ｅ
群
諸
本
（=

片
岡
氏
考

察
の
「
司
馬
家
本
型
類
型
」）
も
同
様
の
状
況
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
が
、

改
築
前
の
二
条
城
を
描
く
大
阪
市
美
本
の
景
観
年
代
を
単
純
に
推
す
な
ら
ば
、

元
和
九
年
か
ら
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
前
後
に
か
け
て
の
数
年
間
に
絞
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
多
宝
塔
の
描
写
か
ら
、
少
な
く
と
も
大
阪
市
美
本
の
景
観

年
代
上
限
に
つ
い
て
は
元
和
九
年
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
従

来
の
指
摘
に
も
示
唆
を
見
出
し
て
き
た
景
観
類
型
と
し
て
の
後
発
性
、
粉
本
の

独
自
性
等
に
整
合
性
が
得
ら
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
そ
の
他

　

左
隻
で
は
や
は
り
西
本
願
寺
が
特
に
重
要
度
の
高
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ

る
。
表
門
二
重
塀
、
北
に
御
影
堂
、
南
に
阿
弥
陀
堂
の
配
置
自
体
は
、
元
和
三

年
（
一
六
一
七
）
の
伽
藍
焼
失
以
前
の
姿
を
ベ
ー
ス
に
し
た
描
写
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。伽
藍
焼
失
の
翌
年
に
は
仮
阿
弥
陀
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、

寛
永
十
三
年
（
一
九
三
六
）
に
な
っ
て
よ
う
や
く
御
影
堂
再
建
（
正
保
二
・
一

六
四
五
年
に
御
影
堂
大
門
再
建
）
が
果
た
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
間
の
西
本

願
寺
は
お
よ
そ
整
わ
な
い
寺
観
を
呈
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。元
和
三
年
以
降
、

御
影
堂
再
建
の
頃
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
洛
中
洛
外
図
に
お
い
て
、
伽
藍
焼
失
以

前
の
西
本
願
寺
が
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
写
さ
れ
て
（
代
用
さ
れ
て
）
い
て
も
一

向
に
お
か
し
く
は
な
い
。
や
は
り
問
題
と
な
る
の
は
、
科
研
Ｃ
群
諸
本
の
中
で

も
ひ
と
き
わ
詳
細
に
描
か
れ
た
飛
雲
閣
で
あ
ろ
う
。
そ
の
出
現
と
大
阪
市
美
本

の
制
作
年
代
、
制
作
背
景
と
の
関
係
を
ど
う
読
む
の
か
、
が
重
要
で
あ
る
。
す

で
に
断
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
を
進
め
て
お
り
稿
を

改
め
た
い
。
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ま
た
淀
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
淀
城
天
守
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
い
ま

寛
永
二
年
以
前
の
景
観
と
の
即
断
は
控
え
た
い
。
科
研
Ｃ
群
諸
本
の
描
写
も
意

外
に
振
幅
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
関
係
史
料
の
精
査
を
も
っ
て

報
告
し
た
い
と
考
え
る）

67
（

。

二　

右
隻

（
一
）
上
賀
茂
社

　

右
隻
で
は
左
隻
の
よ
う
に
大
が
か
り
な
景
観
構
成
の
改
変
点
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
科
研
Ｃ
群
諸
本
と
の
相
違
と
し
て
、
六
扇
目
上
方
に
配
さ
れ
た
上
賀
茂

社
の
描
写
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
阪
市
美
本
で
は
鴨
川
東
岸
に
馬
場
と
社
殿
を
と

ら
え
、
競
馬
と
そ
の
見
物
人
ら
で
賑
わ
う
情
景
を
か
な
り
大
き
く
と
ら
え
て
い

る
【
図
８
】。

　

他
諸
本
で
は
や
は
り
同
六
扇
目
、鴨
川
の
中
洲
に
境
内
と
参
詣
人
が
描
か
れ
、

門
の
東
に
は
池
（
流
路
）
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
小
社
が
建
つ
。
た
だ
し
こ
れ
は
上

賀
茂
社
で
は
な
い
。
林
家
本
の
貼
札
に
「
御
手
洗
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
下
鴨

社
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
【
図
９
】。
玉
垣
を
巡
ら
せ
た
小
社
は
本
殿
の

東
に
建
つ
「
井
上
社
」（
御
手
洗
社
）
で
あ
っ
て
、
上
賀
茂
社
の
橋
殿
（
舞
殿
）

や
片
岡
社
で
は
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る）

68
（

。
こ
の
区
別
は
、
勝
興
寺
本
の

右
隻
六
扇
目
の
下
鴨
社
、
左
隻
一
扇
目
の
上
賀
茂
社
の
図
様
対
比
が
参
考
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

科
研
Ｃ
群
中
、
唯
一
、
下
鴨
社
で
は
な
く
、
上
賀
茂
社
を
選
択
し
た
大
阪
市

美
本
の
狙
い
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
参
詣
人
も
ま
ば
ら
な
下
鴨
社
頭
よ
り
は
、

競
馬
で
に
ぎ
わ
う
上
賀
茂
社
頭
を
描
く
こ
と
で
、
画
面
に
風
俗
画
ら
し
い
活
気

を
吹
き
込
も
う
と
い
う
意
図
が
働
い
た
に
違
い
な
い
。

　

大
阪
市
美
本
に
描
か
れ
る
耕
作
地
に
は
遊
楽
的
な
昼
餉
場
面
が
強
調
さ
れ
、

和
様
の
耕
作
風
俗
図
か
ら
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
奥
田
氏
の
指
摘
を
先
に
み

た
。名
所
な
ら
ば
な
お
さ
ら
そ
こ
に
遊
楽
の
華
や
ぎ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

賀
茂
競
馬
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
選
択
は
独
立
し
た
風
俗
画
主
題（
賀
茂
競
馬
図
）

か
ら
の
影
響
関
係
と
し
て
も
理
解
し
や
す
い
。
祇
園
祭
礼
（
祇
園
祭
礼
図
）
と

の
関
係
と
し
て
は
当
然
、
洛
中
洛
外
図
諸
本
で
は
最
多
を
誇
る
山
鉾
十
六
基
の

描
写
に
直
結
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
阪
市
美
本
の
作
画
姿
勢
に
は
、
同

時
代
の
祭
礼
・
名
所
遊
楽
図
系
主
題
の
流
行
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
二
）
芝
居
小
屋

　

林
家
本
、
神
戸
市
博
本
、
大
阪
市
美
本
、

萬
野
Ａ
本
に
描
か
れ
る
小
屋
を
整
理
す
る
と

【
表
１
】
の
よ
う
に
な
る
。
林
家
本
、
神
戸

市
博
本
の
「
不
明
」
は
舞
台
を
背
面
か
ら
描

写
す
る
か
、
舞
台
は
見
え
て
も
演
者
が
見
え

ず
、
と
も
に
そ
れ
ほ
ど
密
度
の
濃
い
描
写
を

み
せ
て
い
な
い
。
一
方
、
大
阪
市
美
本
で
は

小
屋
、
舞
台
の
構
造
、
役
者
、
観
客
の
所
作
、

小
屋
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
な
ど
を
は
る
か
に
入

念
に
描
写
す
る
。
上
演
内
容
も
多
様
化
し
、

芝
居
興
行
の
中
心
地
と
し
て
四
条
河
原
の
優

勢
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

大
阪
市
美
本
ほ
か
の
歌
舞
伎
小
屋
の
櫓
幕

の
紋
に
注
目
し
、
田
沢
裕
賀
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

【表１】科研Ｃ群諸本の芝居小屋

場　所 五条橋詰（五条河原） 四条河原
東詰 西詰 東詰 西詰

作　

例

林家本 人形浄瑠璃 不明 歌舞伎
（下がり藤） 不明 ─ ─

神戸市博本 狂言？ 不明 狂言？
（白富士・さと志ま） 不明 ─ ─

大阪市美本 歌舞伎
（下がり藤） ─ 能 ─ 放下 歌舞伎

（富士）

萬野Ａ本 ─ ─ 歌舞伎
（─） ─ ─ ─
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「
基
本
的
な
構
成
を
等
し
く
す
る
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」、
大
阪
市
立
美
術

館
蔵
…
…
と
個
人
蔵
（
河
合
家
本
＝
筆
者
注
）
…
…
こ
の
二
作
品
は
、
下
が

り
藤
な
ど
同
じ
櫓
紋
が
違
う
場
所
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、必
ず
し
も
、

紋
で
小
屋
が
特
定
で
き
る
ほ
ど
に
は
記
録
性
は
な
い
よ
う
だ
…
…
た
だ
し
大

阪
市
美
本
の
四
条
橋
西
の
歌
舞
伎
小
屋
の
櫓
幕
に
描
か
れ
た
富
士
山
は
、
静

嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
「
四
条
河
原
図
屏
風
」
…
…
に
描
か
れ
た
遊
女
歌
舞
伎

を
代
表
す
る
佐
渡
島
座
の
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う）

69
（

」

　
【
図
10
】
が
佐
渡
嶋
座
と
さ
れ
る
四
条
橋
西
の
歌
舞
伎
小
屋
で
あ
る
。
例
に

よ
っ
て
刀
を
担
い
だ
カ
ブ
キ
モ
ノ
と
茶
屋
の
か
か
に
よ
る
「
茶
屋
遊
び
」
を
描

く
。
佐
渡
嶋
座
は
六
条
三
筋
町
の
遊
女
屋
（
和
尚
は
佐
渡
嶋
正
吉
）
が
興
行
し

た
座
で
、
多
数
の
遊
女
に
よ
る
張
見
世
的
な
舞
台
が
人
気
を
呼
び
、
遊
女
歌
舞

伎
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

静
嘉
堂
本
の
櫓
幕
の
紋
は
正
確
に
は
、
赤
地
に
白
で
、「
富
士
」
の
下
に
「
一

文
字
」
で
あ
る
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
佐
渡
嶋
座
の
画
証
は
、
櫓
幕
も
し
く
は

看
板
に
座
名
を
明
示
す
る
文
字
を
伴
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で）

70
（

、白
地
に
墨
で「
富

士
」
の
み
の
大
阪
市
美
本
の
紋
を
同
一
の
座
と
み
な
せ
る
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ

も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
五
条
橋
東
詰
の
遊
女
歌
舞
伎
に
み
え
る
阿
国
歌
舞
伎
の

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
「
下
が
り
藤
」
の
櫓
幕
と
と
も
に
、「
富
士
」
が
元
和
年
間

頃
に
は
四
条
河
原
の
歌
舞
伎
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
不
可
欠
な
意
匠
と
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
神
戸
市
博
本
に
は
、
紋
、
文
字
と
も
に
佐
渡
嶋
座
と
判
断
で
き
る

小
屋
が
四
条
河
原
に
描
か
れ
て
い
る
【
図
11
】。
そ
の
櫓
幕
は
赤
地
に
白
の
「
富

士
」
で
、「
富
士
」
の
右
に
は
「
さ
と
志
ま
」
と
い
う
白
字
が
微
か
に
判
読
で

き
る
。
細
画
ゆ
え
に
静
嘉
堂
本
ほ
ど
整
っ
た
図
柄
で
は
な
い
が
、
佐
渡
嶋
座
の

画
証
と
い
う
意
味
で
は
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
舞
台
に
は
裃
姿
の
男
を
二
人
描
く
こ
と
か
ら
狂
言
の
小
屋
で
あ
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

71
（

。
左
隻
の
壬
生
に
も
壬
生
狂
言
を
描
く
な
ど
、
神
戸
市

博
本
は
狂
言
の
描
写
に
こ
だ
わ
っ
た
感
が
あ
り
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
初
発
作

品
（
粉
本
）
で
は
遊
女
歌
舞
伎
の
小
屋
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
演
者
だ
け
改
変
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
林
家
本
で
は
こ
の
位
置
に
歌
舞
伎
小
屋
を
描

い
て
は
い
る
が
、「
下
が
り
藤
」
の
櫓
幕
に
な
り
、
さ
ら
に
萬
野
Ａ
本
で
は
櫓

幕
自
体
が
描
か
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
ぞ
れ
ぞ
れ
変
質
を
み
せ
て
い
る
。

（
三
）
方
広
寺
・
豊
国
社

　

右
隻
で
大
き
な
存
在
感
を
放
つ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
、
一
扇
〜
三
扇
目
上
半
に

配
置
さ
れ
る
方
広
寺
、
お
よ
び
豊
国
社
で
あ
る
。

　

ま
ず
方
広
寺
で
あ
る
が
、
先
に
指
摘
を
み
た
よ
う
に
、
大
阪
市
美
本
に
は
慶

長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
六
月
に
完
成
し
た
鐘
楼
が
描
か
れ
て
い
る
【
図
12
】。

景
観
年
代
の
上
限
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
先
出
の
内
藤
氏
は
大
仏
殿
の

右
手
背
後
に
描
か
れ
る
五
輪
塔
に
注
目
し
、こ
れ
が
造
立
さ
れ
た
元
和
二
年（
一

六
一
六
）
八
月
が
景
観
年
代
の
上
限
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た）

72
（

。

　

こ
の
五
輪
塔
は
豊
臣
家
滅
亡
後
、
家
康
が
大
仏
殿
境
内
に
造
立
す
る
よ
う
沙

汰
を
下
し
た
秀
吉
の
墳
墓
で
あ
る）

73
（

。『
都
名
所
図
会
』
な
ど
地
誌
の
挿
図
に
も

み
え
て
い
る
が
（
豊
国
神
社
内
に
現
存
）、
洛
中
洛
外
図
で
こ
の
五
輪
塔
を
描

く
例
は
大
変
珍
し
く）

74
（

、
大
阪
市
美
本
が
依
拠
す
る
粉
本
が
科
研
Ｃ
群
諸
本
と
は

明
ら
か
に
異
な
り
、
内
裏
や
芝
居
興
行
地
と
と
も
に
景
観
年
代
が
相
対
的
に
下

る
こ
と
を
指
し
示
す
描
写
で
あ
る
。

　

ま
た
方
広
寺
の
仁
王
門
は
、
大
仏
殿
の
西
面
（
正
面
）
回
廊
の
中
央
で
は
な

く
、
や
や
北
寄
り
に
付
い
て
い
た
こ
と
が
残
さ
れ
た
指
図
類
か
ら
判
明
し
、
仁

王
門
よ
り
南
側
の
回
廊
の
方
が
北
側
よ
り
二
十
五
メ
ー
ト
ル
程
度
長
か
っ
た）

75
（

。

神
戸
市
博
物
本
や
林
家
本
は
こ
の
状
況
に
即
し
た
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
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対
し
て
、
大
阪
市
美
本
で
は
南
側
と
北
側
の
長
さ
が
逆
転
し
て
い
る
。
大
阪
市

美
本
の
写
し
崩
れ
と
い
う
よ
り
も
、
や
は
り
依
拠
し
た
粉
本
自
体
の
性
質
の
違

い
が
表
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

　

大
仏
殿
の
南
に
接
す
る
妙
法
院
の
院
家
・
日
厳
院
や
、
豊
国
社
参
道
脇
の
智

積
院
を
金
雲
で
覆
い
、
そ
の
存
在
を
明
確
に
示
さ
な
い
点
も
や
は
り
独
自
の
描

写
と
い
え
る
。
廃
絶
と
な
っ
た
豊
国
社
お
よ
び
周
辺
寺
地
を
家
康
か
ら
下
げ
渡

さ
れ
、
一
躍
、
恨
め
し
い
ほ
ど
の
大
寺
に
変
貌
を
と
げ
た
妙
法
院
と
智
積
院
で

あ
る
。
こ
の
一
帯
か
ら
な
る
べ
く
徳
川
色
を
忌
避
す
る
よ
う
求
め
た
屏
風
発
注

者
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
深
読
み
す
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
な
秀
吉
墳
墓
の
描
写
も

う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
事
情
、
背
景
を
今
の
と
こ
ろ

想
定
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
や
は
り
ま
た
神
戸
市
博
本
に
目
を
転
じ
た
い
。
そ
の
方
広
寺
大
仏
殿

の
下
重
の
屋
根
は
正
面
中
央
が
唐
破
風
に
な
っ
て
お
り
、
大
阪
市
美
本
同
様
、

慶
長
十
七
年
に
は
大
方
完
成
し
て
い
た
秀
頼
再
建
の
大
仏
殿
を
描
く
と
判
断
さ

れ
る）

76
（

。
大
阪
市
美
本
に
み
ら
れ
る
鐘
楼（
慶
長
十
九
年
）、
五
輪
塔（
元
和
二
年
）

は
い
ず
れ
も
描
か
れ
な
い
が
、
逆
に
大
阪
市
美
本
に
は
描
か
れ
な
い
豊
国
社
参

道
の
鳥
居
（
お
よ
び
楼
門
）
が
み
え
て
い
る
。

　

松
島
仁
氏
は
、
個
人
蔵
本
、
堺
市
博
物
館
本
、
バ
ー
ク
Ｂ
本
な
ど
仕
込
絵
関

係
に
あ
る
洛
中
洛
外
図
で
は
、
慶
長
二
十
年
（
元
和
元
年
）
七
月
に
沙
汰
が
下

さ
れ
た
豊
国
大
明
神
の
神
号
停
止
、
社
頭
一
円
破
却
の
前
後
で
、
豊
国
社
参
道

の
鳥
居
の
有
無
が
意
図
的
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

　

 　
「
豊
国
大
明
神
の
神
号
停
止
と
社
頭
一
円
の
破
却
に
と
も
な
い
、
鳥
居
の

な
い
豊
国
社
、つ
ま
り
も
は
や
神
に
あ
ら
ざ
る
豊
国
大
明
神
を
え
が
く
よ
う
、

粉
本
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
…
…
同
様
の
こ
と
は
、
同
じ
系
統
の
粉
本

に
よ
っ
た
作
例
な
が
ら
、
豊
国
社
の
鳥
居
を
え
が
く
神
戸
市
博
物
館
蔵
の
六

曲
一
双
屏
風
と
、
え
が
か
な
い
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
お
よ
び
文
化
庁
所
蔵

（
旧
萬
野
美
術
館
Ａ
本
）
の
六
曲
一
双
屏
風
の
間
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き

る）
77
（

」

　

す
で
に
大
阪
市
美
本
が
依
拠
す
る
粉
本
が
科
研
Ｃ
群
諸
本
と
は
異
質
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
神
戸
市
博
本
と
大
阪
市
美
本
と
の
対

照
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
国
社
鳥
居
の
有
無
を
同
系
の
粉
本
を
意
図
的
に
改

訂
し
た
結
果
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い）

78
（

。
神
戸
市
博
本
の
豊
国

社
が
、
慶
長
二
十
年
七
月
以
前
の
状
況
を
念
頭
に
お
い
た
描
写
で
あ
る
、
と
い

う
解
釈
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
そ
の
こ
と
は
、
科
研
Ｃ
群
の
神

戸
市
博
本
、
林
家
本
、
萬
野
Ａ
本
、
久
保
惣
本
、
東
京
富
士
美
本
等
に
継
承
さ

れ
た
景
観
類
型
を
も
つ
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
的
な
作
例
の
出
現
が
、
少
な
く
と
も
慶

長
末
年
あ
た
り
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

そ
れ
に
も
っ
と
も
近
い
位
置
に
あ
る
の
が
神
戸
市
博
本
で
あ
る
こ
と
は
、
狩

野
派
風
の
か
っ
ち
り
し
た
構
成
力
と
、
未
だ
野
卑
な
生
気
を
帯
び
た
魅
力
あ
る

人
物
描
写
か
ら
も
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
神
戸
市
博
本
は
こ
の
一
群
で

は
唯
一
、
山
鉾
巡
行
を
描
か
ず
、
西
本
願
寺
表
門
を
二
重
塀
と
せ
ず
、
飛
雲
閣

ら
し
き
楼
閣
建
築
も
描
か
な
い
。
科
研
Ｃ
群
中
で
そ
の
画
面
は
一
段
と
景
観
年

代
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

三　

表
現

　

次
に
、
大
阪
市
美
本
の
各
種
表
現
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
人
物
描
写
に
つ
い

て
は
、
左
・
右
隻
の
主
要
絵
師
が
別
筆
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
看
取
で
き

る
。

　

左
隻
は
武
家
が
中
心
で
、も
っ
と
も
上
手
の
主
要
絵
師
は
狩
野
派
風
を
示
し
、
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武
家
階
層
（
男
・
女
）、
宗
教
者
階
層
を
描
く
。
農
・
工
・
商
業
者
、
及
び
そ

の
他
庶
民
階
層
を
描
く
絵
師
は
ま
た
別
筆
で
あ
る
。
右
隻
は
庶
民
階
層
が
中
心

で
、
も
っ
と
も
上
手
の
主
要
絵
師
は
い
わ
ゆ
る
町
絵
師
風
が
濃
く
な
り
、
町
衆

（
男
・
女
）
や
カ
ブ
キ
モ
ノ
を
描
く
。
農
・
工
・
商
業
者
、
及
び
そ
の
他
庶
民

階
層
を
描
く
絵
師
は
や
は
り
別
筆
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
内
で
の
主
従
の

差
に
よ
っ
て
も
ま
た
絵
師
の
表
現
レ
ベ
ル
が
分
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
数
絵

師
に
よ
る
分
担
制
作
に
町
絵
師
工
房
制
作
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　
【
図
13
】
は
左
隻
の
武
家
で
、
起
筆
に
軽
く
打
ち
込
み
を
入
れ
た
弧
線
を
頭

頂
か
ら
左
右
に
振
り
分
け
、
目
の
下
で
筆
を
継
い
で
、
卵
形
を
し
た
細
面
の
輪

郭
を
描
き
起
こ
す
。
の
ど
に
短
横
線
を
引
く
。
鼻
は
起
筆
に
や
や
打
ち
込
み
が

あ
り
、
両
目
の
間
か
ら
「
し
」
の
字
、「
ム
」
の
字
の
鼻
梁
を
引
き
、
ご
く
短

い
縦
線
、
ま
た
点
を
打
っ
て
小
鼻
を
く
く
る
。
細
面
に
し
て
は
鼻
が
大
き
い
。

目
は
短
横
線
、
斜
線
、
小
点
な
ど
。
上
唇
に
短
横
線
、
下
唇
に
弧
線
を
引
き
、

総
じ
て
開
口
し
て
に
こ
や
か
に
微
笑
む
表
情
を
作
る
。

　
【
図
14
】
は
右
隻
の
カ
ブ
キ
モ
ノ
と
若
衆
で
、
カ
ブ
キ
モ
ノ
は
頭
頂
か
ら
後

頭
部
へ
の
弧
線
と
、
額
か
ら
目
尻
へ
く
ぼ
み
、
頬
へ
と
膨
ら
む
弧
線
で
幅
広
の

顔
の
輪
郭
を
描
き
起
こ
す
。
月
代
、
頬
、
顎
と
も
豊
か
に
張
る
。
の
ど
に
短
横

線
は
な
い
。
鼻
梁
は
眉
の
近
く
か
ら
長
め
に
引
か
れ
、
す
ら
っ
と
し
て
い
る
。

か
ぎ
状
に
く
く
ら
れ
た
鼻
先
は
膨
ら
み
に
乏
し
く
、
や
や
斜
め
上
を
向
く
。
目

は
短
斜
線
で
目
尻
を
つ
り
上
げ
る
よ
う
に
引
か
れ
、
唇
は
太
・
細
の
弧
線
三
本

を
重
ね
て
嬉
々
と
し
た
笑
顔
を
作
る
。
カ
ブ
キ
モ
ノ
ら
し
い
野
卑
な
雰
囲
気
は

希
薄
で
あ
る
。

　
【
図
15
】
は
左
隻
の
武
家
女
性
像
、【
図
16
】
は
右
隻
の
町
衆
女
性
像
で
、
い

ず
れ
も
各
隻
の
も
っ
と
も
上
手
の
主
要
絵
師
に
よ
る
。
武
家
、
町
衆
そ
れ
ぞ
れ

の
男
女
を
分
担
す
る
左
右
隻
の
主
要
絵
師
が
ま
っ
た
く
異
な
る
味
わ
い
の
描
写

を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
左
隻
の
主
要
絵
師
の
ほ
う
が
一
世
代
年
長
か

と
の
印
象
が
も
た
れ
る
。

　

自
然
景
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
山
肌
、
土
坡
に
は
が
っ
ち
り
し
た
皴
法
は
用

い
ず
、
緑
青
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
金
泥
、
金
砂
子
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
交
え
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
巧
み
に
表
現
す
る
。
ま
た
、【
図
17
】
の
よ
う
に
土
坡
と
樹

木
を
前
後
左
右
に
重
ね
な
が
ら
奥
行
の
あ
る
空
間
を
意
識
し
た
風
景
表
現
が
何

ヶ
所
か
み
ら
れ
、
町
絵
師
と
し
て
は
か
な
り
手
慣
れ
た
漢
画
系
の
画
技
を
披
露

し
て
い
る
。

　

金
雲
の
加
飾
は
、
そ
の
輪
郭
に
五
列
の
珠
点
、
内
部
に
雲
形
の
置
上
げ
を
配

す
る
の
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
金
雲
に
よ
っ
て
は
、
五
列
の
珠
点
と
雲
形
を

置
上
げ
し
た
金
雲
が
、
珠
点
が
消
え
雲
形
だ
け
を
配
す
る
部
分
へ
と
連
続
し
、

さ
ら
に
珠
点
も
雲
形
も
消
え
金
箔
だ
け
の
部
分
へ
と
連
続
す
る
、
と
い
っ
た
形

制
の
変
化
を
示
し
、
三
段
階
の
加
飾
を
交
え
る
工
夫
を
み
せ
て
い
る
。

　

問
題
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
林
家
本
と
同
一
工
房
に
よ
る
制

作
と
い
う
ほ
ど
に
は
、
人
物
描
写
、
風
景
表
現
、
金
雲
加
飾
に
お
い
て
親
近
性

が
看
取
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
市
美
本
の
人
物
は
総
じ
て
口
を
開
い
て

微
笑
み
、
明
る
い
快
活
さ
を
み
せ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
一
文
字
に
口
を

結
ん
だ
林
家
本
の
人
物
に
は
微
笑
み
が
な
く
、
原
本
に
あ
っ
た
や
や
古
様
な
面

貌
表
現
を
伝
え
て
い
る
が
、
仕
込
絵
独
特
の
画
一
化
が
目
立
つ
【
図
18
】。
着

衣
や
自
然
景
の
表
現
で
も
林
家
本
の
平
板
化
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
極

め
て
詳
細
に
文
様
を
描
き
込
ん
だ
祇
園
会
山
鉾
の
懸
装
品
【
図
18
】
な
ど
、
細

部
の
装
飾
的
表
現
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
制
作
年
代
と
し
て
は
大
阪

市
美
本
を
そ
う
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
科
研
Ｃ
群
諸

本
に
対
す
る
大
阪
市
美
本
の
独
自
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
の
時
点
で

は
、
制
作
工
房
の
直
接
的
関
係
づ
け
か
ら
両
本
を
切
り
分
け
て
と
ら
え
直
す
必
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要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い）

79
（

。

四　

結
語
│
大
阪
市
美
本
の
特
性
と
科
研
Ｃ
群
で
の
位
置
づ
け

　

そ
れ
で
は
、
第
二
定
型
洛
中
洛
外
屏
風
と
し
て
の
大
阪
市
美
本
の
特
性
、
科

研
Ｃ
群
で
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
の
指
摘
、
検
証
、
考
察
の
要
点
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

① 

神
泉
苑
に
多
宝
塔
が
描
か
れ
、
景
観
年
代
上
限
を
元
和
九
年（
一
六
二
三
）

と
す
る
。

　

② 

狩
野
派
の
素
養
を
も
つ
絵
師
も
含
ん
だ
漢
画
系
町
絵
師
工
房
の
制
作
。
卑

俗
味
や
享
楽
性
を
強
調
し
な
い
穏
や
か
な
性
格
の
人
物
描
写
、
和
漢
折
衷

様
式
は
林
家
本
に
も
近
い
感
覚
が
あ
る
が
、
同
一
工
房
と
ま
で
は
い
え
な

い
。

　

③ 

安
定
回
復
す
る
世
相
の
繁
栄
ぶ
り
に
関
心
を
強
め
、
伏
見
城
が
消
え
、
将

軍
参
内
行
列
の
描
写
が
形
骸
化
す
る
。
芝
居
興
行
地
と
し
て
四
条
河
原
の

優
勢
を
示
し
、
遊
女
歌
舞
伎
を
中
心
に
発
展
ぶ
り
を
入
念
に
描
写
す
る
。

　

④ 

遊
楽
的
な
農
耕
風
俗
の
挿
入
、
祇
園
祭
礼
の
多
数
の
山
鉾
配
置
、
上
賀
茂

社
競
馬
の
選
択
な
ど
、
科
研
Ｃ
群
中
で
は
独
自
の
遊
楽
図
志
向
を
明
確
に

示
し
、
背
景
に
祭
礼
・
名
所
遊
楽
図
系
作
品
の
流
行
が
考
え
ら
れ
る
。

　

⑤ 

左
右
隻
景
観
の
境
界
設
定
、
洛
西
地
域
、
金
閣
、
西
本
願
寺
、
内
裏
、
芝

居
興
行
地
、
方
広
寺
と
そ
の
周
辺
な
ど
、
科
研
Ｃ
群
諸
本
と
は
粉
本
の
性

格
の
違
い
、
景
観
年
代
の
下
降
を
示
す
描
写
が
多
々
確
認
で
き
る
。

　

右
記
の
①
に
関
連
し
て
景
観
年
代
下
限
の
目
安
を
拾
っ
て
み
る
と
、
寛
永
三

年
（
一
六
二
六
）
改
築
前
の
二
条
城
を
描
く
こ
と
、
清
水
寺
の
朝
倉
堂
が
本
堂

回
廊
横
の
石
垣
積
み
の
台
地
の
上
に
建
ち
、
寛
永
六
年
同
堂
焼
失
以
前
の
景
を

描
く
こ
と
な
ど）

80
（

、
寛
永
年
間
前
半
ま
で
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
で
き
よ
う
。

　

加
え
て
、
高
台
寺
の
貼
札
に
は
「
こ
う
と
く
し
」、
つ
ま
り
高
台
寺
の
前
身

で
あ
る
「
康
徳
寺
」
の
名
が
墨
書
さ
れ
る
。
同
様
の
ケ
ー
ス
は
個
人
蔵
一
隻
本

が
あ
げ
ら
れ
る
程
度
で
非
常
に
珍
し
い）

81
（

。
制
作
当
初
の
表
記
を
引
き
継
ぐ
墨
書

と
み
ら
れ
る
が
、「
高
台
寺
」
へ
の
家
康
に
よ
る
寺
領
安
堵
、
伽
藍
整
備
は
慶

長
十
〜
十
一
年
（
一
六
〇
五
〜
〇
六
）
の
こ
と
で
あ
り）

82
（

、
元
和
末
に
い
た
っ
て

未
だ
「
康
徳
寺
」
が
一
般
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
貼
札
墨

書
の
意
図
を
、
寛
永
元
年
九
月
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
高
台
院
の
名
を
憚
る
た
め

の
呼
び
慣
わ
し
と
解
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
れ
ば
、
大
阪
市
美
本
の
制
作
（
あ

る
い
は
原
本
の
構
想
時
期
）
を
寛
永
初
頭
の
数
年
中
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
表
現
様
式
的
に
も
こ
の
頃
の
制
作
と
考
え
て
矛
盾
は
な
か
ろ
う
。

　

先
に
大
澤
氏
が
科
研
Ｃ
群
を
「
諸
本
の
数
が
格
段
に
多
く
、
大
量
に
制
作
さ

れ
た
系
統
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
一
群
に
継
承

さ
れ
た
景
観
モ
デ
ル
は
非
常
に
汎
用
性
が
高
く
、
そ
の
成
立
（
お
そ
ら
く
慶
長

末
、
狩
野
派
に
よ
る
）
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
房
で
長
期
に
わ
た
り
粉
本
と
し

て
利
用
さ
れ
、
各
趣
の
仕
込
絵
制
作
が
行
わ
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
大
阪
市

美
本
の
景
観
類
型
の
ベ
ー
ス
、
出
所
も
間
違
い
な
く
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
大
阪
市
美
本
は
そ
の
モ
デ
ル
に
一
〇
〇
％
依
存
し
た
仕
込
絵
と
し
て

世
に
出
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
次
代
の
元
和
〜
寛
永
年
間
初
め
に
登
場

し
て
く
る
洛
中
洛
外
図
、
祭
礼
・
名
所
遊
楽
図
な
ど
の
摂
取
を
巧
み
に
図
り
な

が
ら
、
独
自
の
改
良
を
施
し
て
仕
上
げ
ら
れ
た
寛
永
初
頭
制
作
の
作
例
で
あ
る

と
推
考
さ
れ
る
。
元
和
後
期
型
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
だ
改
造
タ
イ
プ
と
い
え
る
大

阪
市
美
本
の
よ
う
な
画
面
も
、
や
が
て
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
と
い
う
寛

永
型
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
だ
新
種
に
席
巻
さ
れ
、
漸
次
そ
の
需
要
を
衰
退
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

大
阪
市
美
本
の
新
た
な
位
置
づ
け
を
求
め
な
が
ら
進
め
て
き
た
本
論
を
こ
こ

で
ひ
と
ま
ず
終
え
る
。

　

従
来
の
各
専
門
分
野
か
ら
の
指
摘
、
言
及
を
可
能
な
限
り
網
羅
的
に
拾
い
だ

し
、
検
証
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
が
、
今
回
は
町
屋
の
形
態
に
関
す
る
分
析
に

は
及
び
え
な
か
っ
た
。
林
原
本
を
中
心
に
建
築
史
か
ら
の
蓄
積
が
相
当
進
ん
で

い
る
と
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
西
本
願
寺
、
お
よ
び
飛
雲
閣
の
描
写
読

解
を
目
指
す
続
稿
に
向
け
、
諸
職
、
群
像
の
描
写
と
と
も
に
取
り
組
み
を
期
し

た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
は
大
方
か
ら
の
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
科
研
Ｃ
群
の
主
要
作
品
で
あ
る
林
家
本
、
萬
野
Ａ
本
、
神
戸
市
博
本
、

久
保
惣
本
に
つ
い
て
も
断
片
的
に
言
及
し
て
き
た
。
林
家
本
、
萬
野
Ａ
本
は「
洛

中
洛
外
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
│
遊
楽
と
風
俗
画
・
17
世
紀
│
」
展
（
兵
庫
県
立
歴

史
博
物
館
、
平
成
五
年
）
の
開
催
に
関
わ
っ
て
作
品
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

作
品
で
あ
る
（
林
家
本
は
出
品
）。
ま
た
神
戸
市
博
本
は
、
厳
島
と
鞍
馬
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
た
珍
し
い
名
所
風
俗
図
（
広
島
県
立
美
術
館
ほ
か
蔵
）
に
つ
い
て

考
え
を
巡
ら
せ
て
い
た
平
成
十
四
年
に
作
品
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
で

あ
る
。
ま
た
久
保
惣
本
は
一
昨
年
、
勤
務
館
で
洛
中
洛
外
図
に
関
す
る
「
美
術

講
座
」
を
準
備
す
る
に
際
し
て
作
品
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
得
ら
れ
た
所
見
を
研
究
成
果
に
仕
上
げ
る
こ
と
も
な
く

時
が
過
ぎ
た
が
、
こ
の
た
び
大
阪
市
美
本
を
再
考
す
る
に
あ
た
り
、
は
る
か
当

時
の
調
査
記
録
が
た
い
へ
ん
有
効
な
分
析
材
料
に
な
っ
た
。
ご
所
蔵
者
、
ご
所

蔵
機
関
、
並
び
に
作
品
寄
託
先
の
ご
担
当
者
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第

で
あ
る
。

　

林
家
本
、
久
保
惣
本
、
大
阪
市
美
本
は
い
ま
大
阪
に
あ
り
、
萬
野
Ａ
本
は
か

つ
て
大
阪
に
あ
っ
た
。
二
十
数
年
の
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず
科
研
Ｃ
群
諸
本
と
の

縁
を
結
ん
で
き
た
自
ら
の
身
も
ま
た
い
ま
大
阪
に
あ
る
。
未
調
査
の
作
品
へ
の

知
見
を
拡
げ
つ
つ
、
い
ず
れ
こ
の
一
群
を
総
括
す
る
論
を
な
し
た
い
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。

　

さ
い
ご
に
、
本
稿
へ
の
写
真
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
作
品
ご
所
蔵
者
、

ご
所
蔵
機
関
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註１　

本
科
研
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
左
記
の
①
〜
③
を
参
照
。
な
お
、
③
は
今
日
に
至

る
江
戸
時
代
洛
中
洛
外
図
に
関
す
る
研
究
を
三
期
に
分
け
て
そ
の
内
容
を
総
覧
、
総

括
し
、
①
を
「
第
二
定
型
科
研
」、
②
を
「
風
俗
画
科
研
」
と
呼
ん
で
、
そ
の
成
果
を

研
究
史
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
る
。
両
科
研
を
区
別
す
る
場
合
、
本
稿
に
お
い

て
も
こ
の
呼
称
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
　

①
『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
総
合
的
研
究　

二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
四
年
度　

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ａ
）（
１
）
研
究
成
果
報
告
書
』、
研
究
代
表
者
・

黒
田
日
出
男
、
平
成
十
七
年
。
②
『
中
近
世
風
俗
画
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と

絵
画
史
料
学
的
研
究　

二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
九
年
度　

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤

研
究
（
Ｓ
）
研
究
成
果
報
告
書
』、
研
究
代
表
者
・
黒
田
日
出
男
、
平
成
二
十
二
年
。

③
黒
田
日
出
男
「
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
「
屏
風
屋
」
│
洛
中
洛
外
図
屏

風
の
研
究
史
ノ
ー
ト
│
」、『
立
正
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
二
十
九
号
、
平
成
二
十

五
年
。

２　
「
三
館
共
同
企
画
展　

洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
世
界
」、
群
馬
県
立
歴
史
博
物

館
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
、
林
原
美
術
館
、
平
成
二
十
三
年
〜
二
十
四
年
。『
同
展
図

録
』、
同
上
三
館
、
立
正
大
学
文
学
部
、
平
成
二
十
三
年
。

３　

前
掲
註
１
③
黒
田
「
同
論
文
」。

４　

①
飛
田
範
夫
「
西
本
願
寺
滴
翠
園
の
変
遷
」、『
史
迹
と
美
術
』
五
三
二
号
、
昭
和
五

十
八
年
。
②
岡
村
喜
史
「
洛
中
洛
外
図
に
見
る
本
願
寺
」、『
国
史
学
研
究
』
十
七
号
、

平
成
三
年
。
③
小
野
健
吉
「
滴
翠
園
│
洛
中
洛
外
図
か
ら
読
む
築
造
年
代
│
」、『
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報　

一
九
九
七
│
Ⅰ
』、
平
成
九
年
。
④
『
名
勝
滴
翠
園
記

念
物
保
存
修
理
事
業
報
告
書
』、
宗
教
法
人
本
願
寺
、
平
成
二
十
一
年
。
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５　

加
藤
繁
生
「
飛
雲
閣
を
探
し
て
①
本
願
寺
「
御
亭
」
と
国
宝
「
飛
雲
閣
」（
上
）」、「
同

前
（
下
）」、「
飛
雲
閣
を
探
し
て
②
飯
貝
本
善
寺
所
蔵
『
飛
雲
閣
古
図
』
に
つ
い
て
」、

「
飛
雲
閣
を
探
し
て
③
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
た
飛
雲
閣
」、「
飛
雲
閣
を
探
し
て
④
本

願
寺
文
書
に
現
れ
た
飛
雲
閣
（
飛
雲
亭
）」、「
飛
雲
閣
を
探
し
て
⑤
「
飛
雲
閣
」
と
は

何
か
」、「
飛
雲
閣
を
探
し
て
⑥
飛
雲
閣
の
生
ま
れ
た
場
所
（
上
）」、「
同
前
（
下
）」、

『
史
迹
と
美
術
』
八
二
五
号
〜
八
三
二
号
、
平
成
二
十
四
年
〜
二
十
五
年
。

６　

展
覧
会
図
録
『
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
東
洋
美
術
展
』（
大
阪
市
立
美
術
館
、
昭
和
四
十

四
年
）
№
168
。

７　

武
田
恒
夫
「
京
名
所
風
俗
図
」、
展
覧
会
図
録
『
京
の
美
術　

京
名
所
風
俗
図
』（
京

都
国
立
博
物
館
、
昭
和
四
十
五
年
）
№
2
。

８　

①
展
覧
会
図
録『
洛
中
洛
外
図
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
昭
和
四
十
年
）、
武
田
恒
夫「
図

版
解
説
№
7
」。
②
京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十

一
年
）、
武
田
恒
夫
「
グ
ラ
ビ
ア
解
説
№
12
」
参
照
。

　
　

林
家
本
の
図
版
は
後
掲
註
11
『
同
書
』
№
53
・
66
（
№
52
と
67
の
図
版
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
の
で
注
意
）
の
ほ
か
、
以
下
の
近
時
展
覧
会
図
録
を
参
照
。『
特
別
展 

修

理
後
初
公
開 

洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
た
世
界
│
江
戸
文
化
創
世
の
地
・
京
都
へ
の
あ

こ
が
れ
│
』（
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
、
平
成
二
十
二
年
）、『
テ
ー
マ
展 

世
情 

大
阪
城

天
守
閣
収
蔵
風
俗
図
屏
風
に
み
る
』（
大
阪
城
天
守
閣
、
平
成
二
十
四
年
）。

９　

辻
惟
雄
『
洛
中
洛
外
図
』（
日
本
の
美
術
・
一
二
一
号
）、
至
文
堂
、
昭
和
五
十
一
年
。

10　

引
用
同
右
。

　
　

辻
惟
雄
「
洛
中
洛
外
図
の
展
開
│
林
原
美
術
館
本
・
舟
木
本
を
中
心
に
│
」（『
近
世

風
俗
図
譜 

第
四
巻 

洛
中
洛
外
（
二
）』、
小
学
館
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
も
同
様
の

言
及
あ
り
。

11　
『
日
本
屏
風
絵
集
成　

第
十
一
巻　

風
俗
画
│
洛
中
洛
外
』（
講
談
社
、
昭
和
五
十
三

年
）、
狩
野
博
幸
「
図
版
解
説
№
25
・
26
」。

12　

前
掲
註
11
『
同
書
』、
狩
野
博
幸
「
図
版
解
説
№
52
・
53
」。

13　

前
掲
註
11
『
同
書
』、
狩
野
「
同
図
版
解
説
」。

14　

引
用
同
右
。

15　

①
展
覧
会
図
録『
都
の
形
象　

洛
中
洛
外
の
世
界
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
平
成
六
年
）、

狩
野
博
幸
「
図
版
解
説
№
17
」。
②
京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図　

都
の
形
象

│
洛
中
洛
外
の
世
界
』（
淡
交
社
、
平
成
九
年
）、
狩
野
博
幸
「
図
版
解
説
№
10
」。

16　

前
掲
註
15
②
『
同
書
』、
狩
野
「
同
図
版
解
説
」。

17　

前
掲
註
15
②
『
同
書
』、
狩
野
「
図
版
解
説
117
」。

18　

前
掲
註
15
②
『
同
書
』、
狩
野
「
図
版
解
説
118
」。

19　

前
掲
註
15
②
『
同
書
』、
狩
野
「
図
版
解
説
119
」。

20　

前
掲
註
８
②
、
註
９
各
『
同
書
』。

21　

前
掲
註
11『
同
書
』、
小
沢
弘「
図
版
解
説
№
64
・
65
」、
同
上「
図
版
解
説
№
80
・
81
」。

東
京
富
士
美
本
の
カ
ラ
ー
図
版
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
。『
東
京
富
士
美
術
館
名
品

選
集
』（
東
京
富
士
美
術
館
、
平
成
二
十
一
年
）
№
ｊ- 

18
。
展
覧
会
図
録
『
特
別

展 

東
京
富
士
美
術
館
＆
奈
良
県
立
美
術
館
所
蔵 

江
戸
絵
画
の
精
華
』（
奈
良
県
立
万

葉
文
化
館
、
平
成
二
十
五
年
）
№
５
。

22　

前
掲
註
15
②
『
同
書
』、
狩
野
「
図
版
解
説
№
11
」。

23　

前
掲
註
15
②
『
同
書
』、
狩
野
「
図
版
解
説
№
12
」。

24　

前
掲
註
11
『
同
書
』、
狩
野
「
同
図
版
解
説
」。

25　

前
掲
註
11
『
同
書
』、
狩
野
博
幸
「
図
版
解
説
№
66
・
67
」。

26　

前
掲
註
８
②
『
同
書
』
所
収
、
武
田
恒
夫
「
概
説
」。

27　

①
黒
田
日
出
男
「
王
権
と
行
列
・
描
か
れ
た
〈
行
列
〉
か
ら
」、『
朝
日
百
科
・
日
本

の
歴
史
別
冊 

歴
史
を
読
み
な
お
す
17

行
列
と
見
世
物
』（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
六
年
）

所
収
。
②
同
上
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
主
題
表
現
と
注
文
主
そ
し
て
伝
来
│
新
出
洛

中
洛
外
図
屏
風
と
林
原
美
術
館
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
│
」、『
立
正
大
学
文
学
部
研
究

紀
要
』
二
十
五
号
、
平
成
二
十
一
年
。
③
狩
野
博
幸
『
大
江
戸
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク

ス 

新
発
見
・
洛
中
洛
外
図
屏
風
』、
青
幻
社
、
平
成
十
九
年
。
④
水
本
邦
彦
「
洛
中

洛
外
図
の
中
の
京
都
」、『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
二
九
号
、
平
成
十
年
。
⑤

大
塚
浩
美
「
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
の
主
題
と
構
図
に
つ
い
て
」、『
歴
史
評
論
』

六
二
一
号
、
平
成
十
四
年
。
⑥
川
嶋
將
生『
祇
園
祭 

祝
祭
の
京
都
』、
吉
川
弘
文
館
、

平
成
二
十
二
年
。

28　

前
掲
註
27
⑤
大
塚
「
同
論
文
」。

29　

引
用
同
右
。

30　

引
用
同
右
。

　
　

な
お
二
条
城
前
参
内
行
列
の
描
き
方
に
は
次
の
三
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
（
奥
平
俊
六
『
小

学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
25

洛
中
洛
外
図
と
南
蛮
屏
風
』（
小
学
館
、

平
成
三
年
）、「
図
版
解
説
49
」）。

　
　
（
一
）
大
阪
市
美
本
、
林
家
本
ほ
か
の
牛
車
一
台
の
み

　
　
（
二
）
京
博
Ａ
本
の
牛
車
一
台
・
輿
一
基

　
　
（
三
）
堺
市
博
本
、
バ
ー
ク
Ｂ
本
の
牛
車
一
台
・
輿
三
基

　
　

い
ず
れ
も
慶
長
八
年
家
康
の
参
内
か
、
慶
長
十
年
秀
忠
の
参
内
と
み
る
の
が
一
般
的

で
、（
三
）
に
つ
い
て
は
慶
長
十
六
年
家
康
の
参
内
と
す
る
指
摘
も
あ
る
（
前
掲
註
11

『
同
書
』、
狩
野
博
幸
「
図
版
解
説
№
88
・
89
」）。
た
だ
し
右
の
両
氏
解
説
で
秀
忠
の
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参
内
と
さ
れ
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
慶
長
十
六
年
は
家
康
の
参
内
で
あ
る
。

　
　

ま
た
（
一
）
の
な
か
で
も
、
神
戸
市
博
本
は
徳
川
和
子
入
内
の
行
列
を
描
く
と
み
る

向
き
も
あ
る
。『
南
蛮
美
術
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
│
神
戸
市
立
博
物
館
│
』（
神
戸
市
立
博

物
館
、
平
成
十
年
）、
図
版
解
説
№
11
。

31　

近
時
の
考
察
は
以
下
の
と
お
り
。
第
二
定
型
作
品
の
祇
園
会
の
描
写
に
つ
い
て
の
言

及
は
少
な
い
。
①
安
達
啓
子
「
洛
中
洛
外
図
の
系
譜
と
展
開
│
附
・
洛
中
洛
外
図
屏

風
と
祇
園
祭
礼
場
面
小
考
│
」、
②
八
反
裕
太
郎
「
祇
園
祭
礼
図
の
系
譜
と
特
質
」、

い
ず
れ
も
植
木
行
宣
・
田
井
竜
一
編
『
祇
園
囃
子
の
源
流
│
風
流
拍
子
物
・
羯
鼓
稚

児
舞
・
シ
ャ
ギ
リ
│
』（
岩
田
書
店
・
平
成
二
十
一
年
）
所
収
。
③
同
上
「
神
宮
文
庫

蔵
「
祇
園
祭
之
図
」
に
つ
い
て
│
祇
園
祭
礼
図
の
成
立
に
関
す
る
試
論
」、『
風
俗
絵

画
の
文
化
学
Ⅱ 

虚
実
を
写
す
機
知
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
四
年
）
所
収
。
④

廣
海
伸
彦
「
出
光
美
術
館
所
蔵
「
祇
園
祭
礼
図
屏
風
」
の
研
究
」、『
出
光
美
術
館
研

究
紀
要
』
十
八
号
、
平
成
二
十
五
年
。

32　

小
川
慧
里
子
「
第
二
定
型
林
原
家
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
布
帛
類
に
つ
い

て
の
研
究
」、
前
掲
註
１
①
『
同
書
』
所
収
。

　
　

小
川
氏
が
諸
本
の
山
鉾
を
一
覧
化
し
た
表
２
は
、
大
阪
市
美
本
に
つ
い
て
剣
鉾
を
見

落
し
、逆
に
描
か
れ
な
い
白
楽
天
山
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。ま
た
芦
刈
山
は
木
賊
山
、

郭
巨
山
は
太
子
山
と
み
な
す
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

33　

田
井
竜
一
「
画
像
資
料
に
き
く
「
祇
園
囃
子
」」、
前
掲
註
31
①
②
『
同
書
』
所
収
。

34　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
画
像
資
料
に
き
く
「
祇
園
囃
子
」」
一
覧
№
32
、
京
都
市
立
芸
術
大

学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
伝
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
。

35　

前
掲
註
９
辻
『
同
書
』。

36　

①
守
屋
毅
『
季
刊
論
叢
日
本
文
化
５
「
か
ぶ
き
」
の
時
代
│
近
世
初
期
風
俗
画
の
世

界
│
』、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
。
②
内
藤
昌『
角
屋
の
研
究 

解
説
・
資
料
』（『
角

屋
』
付
録
２
）、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
八
年
。

37　

慶
長
十
二
年
の
修
築
以
前
の
北
野
社
を
描
く
延
命
寺
本
に
は
五
条
橋
西
詰
だ
け
に
芝

居
小
屋
が
あ
る
。
内
藤
氏
は
、
浅
井
了
意
の
『
東
海
道
名
所
記
』
が
阿
国
が
や
や
こ

踊
り
を
始
め
た
場
所
と
し
て
記
す
「
五
条
の
ひ
が
し
の
橋
づ
め
」
は
、「
五
条
橋
の
東

橋
詰
」
で
は
な
く
、「
五
条
の
東
限
の
、
西
橋
詰
」
と
も
解
せ
る
と
し
、
延
命
寺
本
の

五
条
橋
西
詰
の
芝
居
小
屋
が
、
慶
長
中
期
の
興
行
地
を
反
映
す
る
描
写
と
考
え
た（
前

掲
註
36
②
内
藤
『
同
書
』）。

　
　

比
較
的
近
年
に
な
っ
て
、
小
笠
原
恭
子
氏
も
延
命
寺
本
の
小
屋
を
考
察
し
て
い
る（
小

笠
原
恭
子
『
阿
国
か
ぶ
き
前
後
』、
岩
田
書
店
、
平
成
十
八
年
）。
小
屋
の
舞
台
の
奥

に
み
え
る
小
さ
な
社
殿
に
注
目
し
、
橋
詰
八
幡
の
境
内
と
特
定
、
や
は
り
「
東
詰
」

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
五
条
橋
西
詰
に
阿
国
芸

団
の
初
期
の
舞
台
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

描
写
と
推
論
し
た
。
ま
た
、
阿
国
の
歌
舞
伎

踊
り
の
興
行
地
と
し
て
北
野
に
先
行
す
る
可

能
性
に
も
言
及
し
た
。

　
　

五
条
橋
西
詰
に
歌
舞
伎
小
屋
を
描
く
作
例
と

し
て
は
、
バ
ー
ク
Ｂ
本
、
堺
市
博
本
な
ど
の

ほ
か
、
後
述
の
科
研
Ｃ
群
の
久
保
惣
本
（
舞

台
は
茶
屋
遊
び
）
が
あ
る
。
後
水
尾
天
皇
の

二
条
城
行
幸
を
描
く
な
ど
制
作
年
代
は
下
が

る
作
例
だ
が
、
先
行
作
例
（
粉
本
）
の
状
況

を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

38　

歌
舞
伎
小
屋
の
櫓
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
安

部
彩
子
「
風
俗
画
に
描
か
れ
た
初
期
歌
舞
伎

の
櫓
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
十
八
号
、
平
成

十
三
年
）
と
そ
の
注
に
引
く
劇
場
史
、
歌
舞

伎
史
の
先
行
諸
研
究
を
参
照
。

　
　

な
お
、『
カ
ブ
キ
モ
ノ
と
初
期
歌
舞
伎
の
図
像

研
究　

平
成
十
七
年
〜
十
九
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報

告
書
』（
研
究
代
表
者
・
奥
平
俊
六
、
平
成
二

十
年
）
で
は
、
歌
舞
伎
図
、
四
条
河
原
図
の

ほ
か
、
大
阪
市
美
本
を
含
む
洛
中
洛
外
図
三

十
一
作
例
中
の
歌
舞
伎
小
屋
の
描
写
内
容
を

一
覧
化
し
て
い
る
。

39　

①
奥
田
敦
子
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ

た
農
耕
風
景
│
新
出
開
善
寺
本
の
紹
介
を
兼

ね
て
│
」、『
東
京
学
芸
大
学
造
形
芸
術
学
・

演
劇
学
研
究
室
研
究
紀
要　

造
形
芸
術
学
・

演
劇
学
』
三
号
、
平
成
十
三
年
。
②
同
上
「
洛

中
洛
外
図
屏
風
の
農
耕
風
景
」、『
美
術
史
』

一
五
八
号
、
平
成
十
七
年
。

　
　

奥
田
氏
は
②
「
同
論
文
」
で
大
阪
市
美
本
に

つ
い
て
、「
筆
者
は
狩
野
派
に
属
す
る
絵
師

【別表】大阪市美本の四季景物
季節 春 夏
月 1 2 3 4 5 6

【景物】（隻・扇） 【萬歳】左４ 【桜花】右1～３・６
【鶏合】左５
【田起こし】左４～５

【賀茂競馬】右６ 【祇園会】右３～５
【鮎とり】右６
【鵜飼】右１

季節 秋 冬
月 7 8 9 10 11 12

【景物】（隻・扇） 【盂蘭盆燈籠会】左６ 【脱穀・精米】左６
【小鷹狩】左４～５
【紅葉】左１～５

【鉢叩き】左２
【黒木売り】左１
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…
…
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
完
成
の
方
広
寺
鐘
撞
堂
…
…
内
裏
が
同
年
造
営
後

の
結
構
で
描
か
れ
…
…
慶
長
十
九
年
以
降
に
制
作
さ
れ
た
…
…
二
条
城
の
結
構
お
よ

び
東
大
手
門
の
形
式
が
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
後
水
尾
天
皇
行
幸
の
た
め
の

修
築
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
寛
永
三
年
以
前
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
…
…
景

観
年
代
、
制
作
年
代
と
も
慶
長
十
九
年
か
ら
寛
永
三
年
の
間
に
絞
ら
れ
る
」
と
す
る
。

景
観
年
代
の
上
限
は
決
定
で
き
る
が
、
下
限
は
あ
く
ま
で
も
目
安
を
設
定
で
き
る
に

す
ぎ
な
い
。
ま
た
制
作
年
代
を
景
観
年
代
か
ら
絞
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
論
旨
に
直

接
の
影
響
は
な
い
が
念
の
た
め
確
認
し
て
お
く
。

　
　

な
お
、
同
氏
は
①
「
同
論
文
」
で
、
後
掲
註
42
所
広
秋
「
同
論
文
」
の
一
覧
を
も
と

に
洛
中
洛
外
図
諸
本
の
画
中
景
物
の
種
類
・
配
置
の
一
覧
を
掲
げ
て
い
る
が
、
大
阪

市
美
本
に
関
し
て
追
加
、
修
正
を
加
え
【
別
表
】
の
よ
う
に
整
理
し
直
す
。

40　

前
掲
註
39
②
奥
田
「
同
論
文
」。

41　

引
用
同
右
。

42　

大
阪
市
美
本
に
特
に
広
い
耕
作
地
が
描
か
れ
る
点
は
、
所
広
秋
氏
の
指
摘
が
早
い
。

所
広
秋
「
光
明
寺
所
蔵
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
に
つ
い
て
」、『
岐
阜
市
歴
史
博
物
館

研
究
紀
要
』
十
二
号
、
平
成
十
年
。

　
　

ま
た
、
室
町
期
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
か
ら
江
戸
期
の
そ
れ
へ
向
け
て
、
村
落
、
田
畠
、

四
季
歳
時
の
描
写
が
減
少
す
る
こ
と
は
大
塚
浩
美
氏
の
指
摘
が
早
い
。大
塚
浩
美「〔
研

究
ノ
ー
ト
〕
洛
中
洛
外
図
に
み
る
京
郊
村
落
」、『
地
方
史
研
究
』
二
一
一
号
、
昭
和

六
十
三
年
。

43　

高
屋
麻
里
子
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
本
の
内
裏
表
現
の
３
Ｄ-

Ｃ
Ｇ
を
用
い
た
模
式

化
に
よ
る
比
較
」、
前
掲
註
１
①
『
同
書
』
所
収
。

44　

高
屋
氏
作
製
の
３
Ｄ-

Ｃ
Ｇ
模
式
図
の
う
ち
、
神
戸
市
博
本
、
萬
野
Ａ
本
の
上
方（
東
）

三
分
の
一
ほ
ど
の
建
物
は
内
裏
内
の
建
築
で
は
な
く
、
戒
光
寺
、
本
能
寺
と
続
く
三

条
以
北
の
寺
町
寺
院
群
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
両
作
品
で
は

高
屋
氏
作
製
模
式
図
の
状
態
よ
り
も
さ
ら
に
省
略
的
に
内
裏
を
表
現
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
　

ま
た
、
大
阪
市
美
本
に
は
描
か
れ
る
日
華
門
が
萬
野
Ａ
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
、

と
も
指
摘
し
て
模
式
図
に
反
映
さ
せ
た
が
、
萬
野
Ａ
本
の
内
裏
当
該
部
分
に
置
か
れ

た
金
雲
が
、
門
の
屋
根
、
開
口
部
を
覆
い
、
門
の
よ
う
に
は
み
な
し
に
く
く
な
っ
て

い
る
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
林
家
本
、
神
戸
市
博
本
も
同
様
で
、
こ
の
三
本
の
建
物

は
表
現
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
乖
離
が
あ
る
も
の
の
、
複
数
建
物
を
セ
ッ
ト
に
し
た
一
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
図
様
と
し
て
み
た
場
合
は
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。

45　

①
内
藤
昌
「
近
世
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
景
観
類
型
│
新
出
図
の
考
察
を
契
機
と
し
て

│
」、『
国
華
』
九
五
九
号
、
昭
和
四
十
八
年
。
②
同
上
「
都
市
図
屏
風
」、
前
掲
註
11

『
同
書
』
所
収
。
③
同
上
「
洛
中
洛
外
図
の
景
観
分
析
」、『
洛
中
洛
外
図
大
観　

舟
木

家
旧
蔵
本
』（
小
学
館
、
昭
和
六
十
二
年
）
所
収
。

　
　

③
の
景
観
模
式
図
で
は
、
東
西
二
四
コ
マ
、
南
北
一
六
〇
コ
マ
に
区
分
、
屏
風
の
左
・

右
隻
各
扇
の
境
界
線
が
展
開
表
示
さ
れ
、
画
面
上
の
位
置
と
地
理
的
な
関
連
性
が
感

覚
的
に
把
握
で
き
る
。

46　

前
掲
註
45
①
内
藤
「
同
論
文
」。

47　

前
掲
註
45
②
内
藤
「
同
論
文
」

48　

引
用
同
右
。

49　

前
掲
註
45
①
内
藤
「
同
論
文
」。

50　

片
岡
肇
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
類
型
に
つ
い
て
（
１
）」、『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀

要 

朱
雀
』
九
集
、
平
成
九
年
。

51　

片
岡
氏
が
主
た
る
考
察
を
展
開
し
た
「
第
３
類
│
左
隻
が
逆
勝
手
で
、
右
隻
が
順
勝

手
の
も
の
」
は
「
司
馬
家
本
型
類
型
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
類
型
は
各
種
図

様
や
描
写
様
式
で
も
相
通
じ
る
同
一
工
房
の
仕
込
絵
か
ら
な
る
一
群
で
あ
る
。
そ
の

点
、
他
と
は
「
類
型
」
の
意
味
合
い
が
異
な
っ
て
く
る
点
に
注
意
が
要
る
。

　
　

か
つ
て
筆
者
は
こ
の
工
房
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
風
俗
画
作
品
に
つ
い
て
下

記
①
〜
③
で
考
察
し
た
。
②
で「
司
馬
家
本
型
類
型
」に
入
る
大
分
市
美
術
館
所
蔵「
洛

中
洛
外
図
屏
風
」
の
存
在
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
前
掲
註
１
①
・
②
『
同
書
』
を

は
じ
め
、
い
ま
だ
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
か
ら
洩
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

①
知
念
理
「
個
人
蔵
「
厳
島
・
住
吉
祭
礼
図
」
│
堺
市
博
物
館
蔵
「
住
吉
祭
礼
図
」

の
そ
の
後
│
」、『
広
島
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』第
七
号
、平
成
十
六
年
。②
同
上「〔
厳

島
図
障
屏
画
一
覧
〕
補
遺
」、『
同
前
』
第
八
号
、
平
成
十
七
年
。
③
同
上
「
住
吉
絵

断
章
」、
展
覧
会
図
録
『
住
吉
さ
ん 

住
吉
大
社
一
八
〇
〇
年
の
歴
史
と
美
術
』（
大
阪

市
立
美
術
館
、
平
成
二
十
二
年
）
所
収
。

52　

①
加
藤
裕
美
子
・
大
澤
泉
「
洛
中
洛
外
図
諸
本
に
お
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
検
討
」、

②
大
澤
泉
・
加
藤
裕
美
子
「
第
二
定
型
本
諸
本
の
分
類
に
お
け
る
基
礎
的
考
察
│
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
比
較
を
中
心
に
│
」、
い
ず
れ
も
前
掲
註
１
①
『
同
書
』
所
収
。

53　

前
掲
註
52
②
大
澤
・
加
藤
「
同
論
文
」。

54　

引
用
同
右
。

55　

引
用
同
右
。

56　

①
髙
橋
裕
美
子
・
大
澤
泉
・
杉
森
哲
也
「
洛
中
洛
外
図
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表

（ver.2

）」、
②
大
澤
泉
「
景
観
構
成
に
見
る
第
二
定
型
本
の
分
類
│
洛
中
洛
外
図
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表
補
論
│
」、
い
ず
れ
も
前
掲
註
１
②
『
同
書
』
所
収
。
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57　

黒
田
日
出
男
氏
は
こ
の
Ｃ
群
に
つ
い
て
、「
元
和
末
年
か
ら
寛
永
初
年
に
か
け
て
の
淀

と
淀
城
の
視
線
が
向
い
て
い
る
Ｃ
群
」
と
記
述
し
て
い
る
。
前
掲
註
１
③
黒
田
「
同

論
文
」。

58　

前
掲
註
56
②
「
同
論
文
」。

59　

引
用
同
右
。

60　

引
用
同
右
。

61　

引
用
同
右
。

62　

前
掲
註
56
①
「
洛
中
洛
外
図
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表
（ver.2

）」
に
は
「
た
７
大
通

寺
／
だ
い
つ
う
じ
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
科
研
Ｃ
群
で
は
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ン

タ
リ
オ
美
本
以
外
）
い
ず
れ
の
作
例
に
も
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
左
隻
五
・

六
扇
を
「
●
」
と
す
る
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

63　

小
藪
に
囲
ま
れ
た
エ
ビ
ス
神
を
ま
つ
る
小
祠
で
、
現
在
の
中
京
区
壬
生
森
町
付
近
に

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。『
擁
州
府
志
』（
巻
第
三
）
に
「
恵
美
須
宮　

在
四
条
西
野
。

案
斯
所
西
宮
高
明
公
之
宅
地
也
。
就
西
宮
之
称
号
而
後
世
還
勧
請
蛭
児
命
者
乎
」、『
山

城
名
跡
巡
行
志
』（
第
一
）
に
「
夷
ノ
社　

有
四
条
朱
雀
西
二
町 

夷
森 

古
高
明
親
王

第
址
」、
ま
た
『
都
名
所
図
会
』（
巻
之
二
）
の
「
壬
生
寺
」
挿
図
の
遠
景
に
森
影
を

写
し
て
「
蛭
子
森
」
と
札
書
す
る
。
幕
末
〜
明
治
の
地
図
に
も
表
記
さ
れ
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
新
規
立
項
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

64　

大
阪
市
美
本
・
左
隻
四
〜
五
扇
目
中
段
、
田
起
し
の
場
面
の
下
方
に
隣
接
し
て
建
つ

の
は
壬
生
寺
で
あ
ろ
う
。
貼
札
は
な
く
、
建
築
と
し
て
の
外
観
も
他
諸
本
と
は
異
な

る
が
、
耕
作
地
と
の
位
置
関
係
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

　
　

前
掲
註
56
①
「
洛
中
洛
外
図
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表
（ver.2

）」「
み
６
壬
生
寺
／
み

ぶ
で
ら
」
に
は
「
○
」
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
妥
当
で
あ
る
。「
●
」
で
も
よ
か
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
前
掲
註
１
②
『
同
書
』
の
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
比
定
」
の
左
隻
図
版
に
は
、

三
〜
四
扇
に
位
置
す
る
広
隆
寺
と
み
ら
れ
る
位
置
に
「
15
壬
生
寺
」
と
落
と
し
込
ん

で
い
る
。「
こ
７
広
隆
寺
／
こ
う
り
ゅ
う
じ
」
の
チ
ェ
ッ
ク
は
三
・
四
扇
に
「
●
」
で

正
し
い
か
ら
、
図
版
へ
の
落
と
し
込
み
は
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。

65　

奥
平
俊
六
「
金
閣
寺
の
遊
楽
」、『
寛
永
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
隔
蓂
記
』
の
世
界
』

（
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
年
）
所
収
。

66　

元
和
九
年
十
一
月
二
十
一
日
条
、『
史
料
綜
覧
』
第
十
二
編
。

67　

前
掲
註
56
①
「
洛
中
洛
外
図
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表
（ver.2

）」
に
お
け
る
大
阪
市

美
本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
関
し
て
、
本
文
、
註
で
ふ
れ
え
な
か
っ
た
箇
所
の
疑
義
等

に
つ
い
て
以
下
に
列
記
す
る
。な
お
、本
文
中
に
も
引
用
し
て
き
た
林
家
本
の
貼
札
は
、

時
に
誤
り
が
み
ら
れ
る
が
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
比
定
に
際
し
て
は
有
用
で
あ
る
。

　
　
「
き
８
北
野
釈
迦
堂
・
松
梅
院
／
き
た
の
し
ゃ
か
ど
う
・
し
ょ
う
ば
い
い
ん
」

　
　
　

 　

小
笠
原
恭
子
氏
は
右
近
馬
場
北
寄
り
の
建
物
を
出
光
本
を
あ
げ
て
松
梅
院
と
考

証
し
て
お
り
妥
当
と
み
な
さ
れ
る
（
前
掲
註
37
小
笠
原
『
同
書
』）。
大
阪
市
美
本

以
下
、
科
研
Ｃ
群
諸
本
「
〇
」
チ
ェ
ッ
ク
だ
が
、
右
近
馬
場
東
側
に
建
物
が
あ
り
、

林
家
本
の
貼
札
に
は
「
西
法
寺
」（
西
方
尼
寺
）
と
さ
れ
、
科
研
Ｃ
群
に
関
し
て
の

比
定
は
な
お
一
考
を
要
す
る
。

　
　
「
き
16
清
水
寺
／
き
よ
み
ず
で
ら
」

　
　
　

 　
「
備
考
」
で
貼
札
を
「
き
よ
み
つ　

六
は
ら
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
【
図

１
】
と
と
も
に
掲
げ
た
貼
札
一
覧
の
如
く
「
き
よ
ミ
つ
ろ
く
は
う
（
清
水
六
坊
）」

が
正
し
い
。

　
　
「
し
７
七
条
道
場
／
し
ち
じ
ょ
う
ど
う
じ
ょ
う
」

　
　
　

 　

東
本
願
寺
の
右
に
描
か
れ
る
大
き
な
境
内
地
。
科
研
Ｃ
群
諸
本
「
〇
」
チ
ェ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
宗
金
光
寺
（
遊
行
寺
）
で
よ
く
「
●
」
が
妥
当
。
大
阪

市
美
本
で
は
縮
小
さ
れ
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
。

　
　
「
た
３
大
覚
寺
／
だ
い
か
く
じ
」

　
　
　

 　

科
研
Ｃ
群
諸
本
「
〇
」
チ
ェ
ッ
ク
だ
が
、
林
家
本
の
貼
札
に
は
「
月
ノ
輪
」
と

さ
れ
、
位
置
的
に
も
愛
宕
山
南
東
中
腹
に
位
置
す
る
天
台
宗
寺
院
・
月
輪
寺
と
み

ら
れ
る
。
本
項
チ
ェ
ッ
ク
の
消
去
、
並
び
に
「
月
輪
寺
」
の
新
規
立
項
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

　
　
「
ふ
４
武
家
屋
敷
（
藤
堂
邸
カ
）
／
ぶ
け
や
し
き
（
と
う
ど
う
て
い
カ
）」

　
　
　

 　
「
寛
永
十
四
年
洛
中
絵
図
」
以
降
、
藤
堂
邸
は
三
条
と
四
条
の
間
、
錦
小
路
通
り

を
堀
川
に
西
面
し
て
存
在
し
、
こ
れ
が
三
階
建
望
楼
を
も
つ
元
古
田
織
部
屋
敷
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
観
二
重
数
寄
屋
造
風
の
楼
閣
を
も
っ
た
屋
敷
が
藤
堂
邸
と

み
な
さ
れ
る
（
内
藤
昌
・
大
野
耕
嗣
「
近
世
都
市
図
屏
風
の
建
築
的
研
究
│
洛
中

洛
外
図
・
そ
の
５
│
藤
堂
高
虎
邸
│
武
家
地
の
建
築
」、『
日
本
建
築
学
会
大
会
学

術
講
演
梗
概
集
』、
昭
和
四
十
六
年
）。
大
阪
市
美
本
の
「
〇
」
チ
ェ
ッ
ク
は
四
扇

目
で
は
な
く
、
五
扇
目
に
修
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
林
家
本
、
神
戸
市

博
本
な
ど
で
は
三
扇
目
の
屋
敷
を
指
し
て
「
〇
」
チ
ェ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
が
、

位
置
、
屋
敷
の
構
造
と
も
大
阪
市
美
本
と
は
異
な
る
。
元
織
部
屋
敷
が
慶
長
末
年

の
建
築
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
粉
本
的
に
大
阪
市
美
本
に
先
行
す
る
画
面
に

は
同
位
置
に
未
だ
織
部
屋
敷
は
描
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

68　

神
戸
市
博
本
、
林
家
本
、
萬
野
Ａ
本
に
関
し
て
は
、
前
掲
註
56
①
「
洛
中
洛
外
図
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表
（ver.2

）」「
か
６
上
賀
茂
社
／
か
み
が
も
し
ゃ
」
の
「
●
」
チ

ェ
ッ
ク
を
消
去
し
、「
し
13
下
鴨
社
／
し
も
が
も
し
ゃ
」
に
新
た
に
「
●
」
チ
ェ
ッ
ク
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を
入
れ
る
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
久
保
惣
本
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ン
タ
リ
オ
美
本

の
上
賀
茂
社
、
下
鴨
社
の
チ
ェ
ッ
ク
は
問
題
な
い
。

69　

田
沢
裕
賀
『
遊
楽
図
と
歌
舞
伎
図
』（
日
本
の
美
術
・
四
八
三
号
）、
至
文
堂
、
平
成

十
八
年
。

70　

佐
渡
嶋
座
の
画
証
に
は
以
下
の
よ
う
な
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
四
条
河
原
図
屏
風
」
…
…
静
嘉
堂
本
、
天
桂
院
本

　
　
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
…
… 

田
辺
市
美
本
（
司
馬
家
旧
蔵
本
）、
歴
博
Ｄ
本
、
京
都
民

藝
館
本

71　

藤
岡
道
子「
狂
言
の
絵
画
資
料
の
収
集　

そ
の
二
│「
洛
中
洛
外
図
」に
描
か
れ
た
能
・

狂
言
」、『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
二
十
五
号
、
平
成
二
十
一
年
。

72　

前
掲
註
36
②
内
藤
『
同
書
』、「
第
一
編
」
注
（
25
）。

73　
「
妙
法
院
文
書
」、『
大
日
本
史
料
』（
第
十
二
編
之
二
十
五
）、
元
和
二
年
八
月
六
日
条
。

五
輪
塔
は
「
馬
塚
」
と
俗
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
十
年
に
豊
国
神
社
境
内
に

移
さ
れ
た
。「
国
泰
院
俊
山
雲
龍
大
居
士
」、「
改
起
立
芳
墓
□
□
□
（
梵
字
）　

元
和

元
年
八
月
十
八
日
敬
白
」
と
刻
さ
れ
る
と
い
う
が
（『
京
都
坊
目
誌
』）、
現
在
、
肉
眼

で
全
字
を
判
読
す
る
の
は
難
し
い
。
五
輪
塔
造
立
が
約
丸
一
年
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に

な
る
が
、
ひ
と
ま
ず
『
大
日
本
史
料
』
綱
文
に
し
た
が
っ
て
お
く
。

74　

大
阪
市
美
本
の
ほ
か
に
は
「
洛
外
図
」（
奈
良
県
立
美
術
館
蔵
）
に
描
か
れ
る
の
み
で

あ
ろ
う
。
阿
弥
陀
ヶ
峰
山
上
の
秀
吉
廟
墓
も
描
か
れ
て
お
り
貴
重
。
河
内
将
芳
『
シ

リ
ー
ズ
権
力
者
と
仏
教　

秀
吉
の
大
仏
造
立
』（
法
藏
館
、
平
成
二
十
年
）
参
照
。

75　
「
大
仏
殿
院
復
元
寸
尺
関
係
図
」（『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告
二
〇

〇
九
│
八　

法
住
寺
殿
跡
・
六
波
羅
政
庁
跡
・
方
広
寺
跡
』
所
収
（
図
57
）、
財
団
法

人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
、
平
成
二
十
二
年
）
か
ら
算
出
し
た
。

76　

内
藤
昌
・
中
村
利
則
「
ミ
ヤ
コ
の
変
貌
│
聚
楽
第
と
大
仏
殿
│
」、『
近
世
風
俗
図
譜

　

第
九
巻 

祭
礼
（
二
）』（
小
学
館
、
昭
和
五
十
七
年
）
所
収
。

77　

松
島
仁
『
徳
川
将
軍
権
力
と
狩
野
派
絵
画 

徳
川
王
権
の
確
立
と
王
朝
絵
画
の
創
生
』

（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
平
成
二
十
三
年
）「
第
一
部
」
註
﹇
31
﹈。
鳥
居
を
描
く
個
人
蔵
本
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
馬
渕
美
帆
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」、『
国
華
』
一
三
三
八
号
、

平
成
十
九
年
。

78　

神
戸
市
博
本
と
の
仕
込
絵
と
し
て
の
近
似
か
ら
す
れ
ば
、
大
阪
市
美
本
、
萬
野
Ａ
本

よ
り
も
、
林
家
本
、
久
保
惣
本
、
東
京
富
士
美
本
な
ど
が
比
較
対
象
と
な
る
が
、
神

戸
市
博
本
と
は
制
作
環
境
を
異
に
し
、
制
作
年
代
も
下
が
る
こ
れ
ら
の
作
例
で
は
豊

国
社
鳥
居
は
延
々
と
描
か
れ
続
け
て
い
る
。
松
島
氏
が
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
粉
本

の
改
訂
が
確
認
で
き
る
の
は
非
常
に
限
定
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

79　

近
時
、
も
と
「
大
坂
図
」
と
一
双
を
な
し
た
と
推
測
さ
れ
る
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」

に
つ
い
て
、
林
家
本
と
の
様
式
的
近
似
、
元
和
〜
寛
永
期
の
狩
野
派
系
工
房
の
関
わ

り
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
マ
シ
ュ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ッ
ケ
ル
ウ
ェ
イ
「
新

出
八
曲
一
隻
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
つ
い
て
」、『
国
華
』一
四
〇
五
号
、
平
成
二
十
四
年
。

津
田
卓
子
「
八
曲
一
隻　

洛
中
洛
外
図
屏
風
に
つ
い
て
」、『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究

紀
要
』
三
十
四
巻
、
平
成
二
十
三
年
。

80　
『
清
水
寺
史
』第
四
巻
・
図
録（
法
藏
館
、
平
成
二
十
三
年
）、
大
阪
市
美
本
図
版
解
説
。

81　

前
掲
註
77
馬
渕
「
同
論
文
」
参
照
。

82　

下
坂
守「
高
台
寺
の
創
建
と
高
台
院
│
康
徳
寺
か
ら
高
台
寺
へ
│
」、
展
覧
会
図
録『
秀

吉
と
ね
ね
の
寺　

高
台
寺
の
名
宝
』（
鷲
峯
寺
高
台
寺
・
朝
日
新
聞
社
、
平
成
七
年
）

所
収
。
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貼札墨書

右　隻（計40・欠３）
第
一
扇
（
３
）

神
明
の
宮
（
？
？
？
）　

□
う
ふ
く
し
（
東
福
寺
）　

三
十
三
間
（
三
十
三
間
堂
）

第
二
扇
（
６
・
欠
２
）

【
欠
失
】（
清
水
寺
）　
【
欠
失
】（
音
羽
滝
）

き
よ
ミ
つ
ろ
く
は
う
（
清
水
六
坊
）　

め
い
ほ
う
ゐ
ん
（
妙
法
院
）

大
佛
（
方
広
寺
）　

大
仏
か
ね
つ
き
た
う
（
方
広
寺
鐘
楼
）　

大
仏
町

お
け
も
ち
や
（
桶
餅
屋
？
）

第
三
扇
（
７
・
欠
１
）

【
欠
失
】（
長
楽
寺
？
）　

八
坂
（
八
坂
塔
）

こ
う
と
く
し
（
康
徳
寺
＝
高
台
寺
）　

き
を
ん
ち
ゃ
屋
（
祇
園
社
）

六
は
ら
（
六
波
羅
蜜
寺
）　

け
ん
に
ん
し
（
建
仁
寺
）

み
ゑ
い
た
う
（
御
影
堂
＝
新
善
光
寺
）
□
□
橋
（
五
条
橋
）

貼札墨書

左　隻（25・欠４）
第
一
扇
（
６
・
欠
１
）

た
か
を
（
神
護
寺
）　

き
ん
か
く
し
（
金
閣
寺
）　

い
し
ふ
ど
う
（
石
不
動
）

い
ま
宮
た
ひ
所
（
今
宮
社
？
）　

き
□
□
（
北
野
）　
【
欠
失
】（
大
徳
寺
）

中
た
ち
う
り
（
中
立
売
通
）

第
二
扇
（
５
）

あ
た
こ
（
愛
宕
山
）　

を
む
ろ
（
御
室
＝
仁
和
寺
）

ミ
や
う
せ
ん
し
（
妙
心
寺
）　

き
や
う
ど
う
（
北
野
経
堂
）　

下
た
ち
う
り
（
下
立
売
通
）

第
三
扇
（
２
・
欠
１
）

さ
が
（
嵯
峨
＝
清
凉
寺
）　
【
欠
失
】（
太
秦
）　

二
条
御
城
（
二
条
城
）
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貼札墨書

右　隻（計40・欠３）
第
四
扇
（
11
）

ち
を
ん
ゐ
ん
（
知
恩
院
）　

□
わ
□
く
□
（
栗
田
口
）　

ぎ
を
ん
小
橋　

四
条
橋

四
条
か
は
□
町
（
四
条
河
原
町
？
＝
樵
木
町
）

て
い
□
ん
（
て
い
あ
ん
＝
大
雲
院
）　

き
を
ん
お
た
び
（
祇
園
旅
所
）

四
条
だ
う
ち
ゃ
う
（
四
条
道
場
＝
金
蓮
寺
）　

□
□
志
□
殿
（
冠
者
殿
）

四
条
通　

四
条
む
ろ
町
通

第
五
扇
（
６
）

な
ん
せ
ん
□
（
南
禅
寺
）　

よ
う
く
わ
ん
た
う
（
永
観
堂
）

く
ろ
た
に
（
金
戒
光
明
寺
）　

三
条
橋　

せ
い
く
わ
ん
し
（
誓
願
寺
）

三
条
小
橋
（
大
和
橋
）

第
六
扇
（
７
）

よ
し
た（
吉
田
社
）　

加
茂（
上
賀
茂
社
）　

か
も
川　

り
や
う
ほ
ん
し（
立
本
寺
）

し
ん
に
よ
た
う
（
真
如
堂
）　

禁
中
（
内
裏
）　

□
け
町
（
公
家
町
？
）

貼札墨書

左 隻（25・欠４）
第
四
扇
（
４
・
欠
２
）

と
な
せ
の
た
き
（
戸
名
瀬
滝
）　

こ
く
そ
う
（
虚
空
蔵
＝
法
輪
寺
）

【
欠
失
】（
天
龍
寺
）　

大
井
川　
【
欠
失
】（
梅
津
？
）

し
せ
ん
ね
む
（
神
泉
苑
）

第
五
扇
（
３
）

ま
つ
の
を
（
松
尾
社
）　

と
う
し
（
東
寺
）　

ほ
ん
こ
く
し
（
本
圀
寺
）

第
六
扇
（
５
）

た
か
ら
て
ら
（
宝
積
寺
）　

や
は
た
（
石
清
水
八
幡
）　

よ
と
（
淀
）

と
う
し
か
い
と
う
（
東
寺
街
道
）

□
条
も
ん
せ
き
（
六
条
門
跡
＝
西
本
願
寺
）

大
阪
市
立
美
術
館
蔵
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」（
田
万
家
旧
蔵
本
）

紙
本
金
地
着
色　

六
曲
一
双　

各
一
五
二
・
二
×
三
三
三
・
二
（
㎝
）　

貼
札
総
数
六
五
（
欠
失
七
）

【図１】「洛中洛外図屏風」　大阪市美本・右隻

【図１】「洛中洛外図屏風」　大阪市美本・左隻
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【図３】月鉾の祇園囃子　大阪市美本・右隻

【図２】参内行列の牛車　大阪市美本・左隻【図５】夷森　林家本・左隻

【図６】金閣　大阪市美本・左隻

【図４】農民の昼餉　大阪市美本・左隻【図７】神泉苑・多宝塔　大阪市美本・左隻
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【図９】下鴨社　林家本・右隻

【図10】四条河原の遊女歌舞伎　大阪市美本・右隻 【図８】上賀茂社の競馬　大阪市美本・右隻

【図11】 四条河原の佐渡嶋座　神戸市博本・右隻  
（「洛中洛外図屏風」神戸市立博物館蔵）

【図12】 方広寺鐘楼と秀吉墳墓（五輪塔）   
大阪市美本・右隻
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【図13】武家　大阪市美本・左隻

【図15】武家女性　大阪市美本・左隻

【図17】鴨川べりの土坡　大阪市美本・右隻

【図18】函谷鉾のお供町衆と胴懸　林家本・右隻 【図16】町衆女性　大阪市美本・右隻

【図14】カブキモノと若衆　大阪市美本・右隻


